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日
文
研

フ
ォ
!
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と
い
う
人
間
の
営
み
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議
論
や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願
い
、
様
々
な
研
究
者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な

「
広
場
」
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

梅

原

猛
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「
多
様

性
」
と

「
停

滞

」
と

い
う
言
葉

で
長

ら

く
形
容

さ
れ
続

け

て
き

た

ア
ジ

ア

の
歴

史

に
お

け
る

日
本

の
急
激

な
経
済

成
長

は
世

界
か

ら
驚

異

の
目
を

も

っ
て
分
析

さ
れ

て
き

た

。
し

か
し

、

い

つ
し
か

、
そ

の
分

析

の
対

象

は

日
本

だ

け

で
な
く

、
「
ア
メ
リ
カ

や

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

か
ら

最

先

端

テ
ク

ノ

ロ
ジ

ー
を

買

い
、
老
朽
化

し
効

率

の
悪

い
生

産

基
盤

に
悩

ま

さ

れ
も

せ
ず

、

一
世

代

か

ら

二
世
代

の
う
ち

に

ハ
イ

テ
ク
分
野

で
競

争
力

を
身

に

つ
け

た

、
遅

れ

て
近

代

化

を

果

た

し
た

ア
ジ

ア
諸

国
」
q

を
も
含

む

よ
う

に
な

っ
て
き

た

。

近
年

の

「
Z
H国
ω
現

象

」
や

「
〉
ω
国
>
Z
現
象

」

は
長

ら

く
使

わ
れ

て
き
た

ア
ジ

ア
を

ひ
と

ま
と

め

に
す

る

「
停

滞

」
と

い
う
形
容

詞

の

ア
ジ

ア

へ
の
適

用

を

す

で

に
打

ち
消

し

て
い

る

だ

け

で

な
く

、
過
去

三
〇

年

に
わ
た

り
世

界

経
済

の
三
倍
前

後

の
高

成

長

を
維

持

し

て
き

た

ア
ジ

ア
地

域
を

、、H筥
9
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h
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o
弉
β
巳
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佗

、
「
高

成

長

の
海
」
侶

と

し

て
形

容

さ
せ

る

ま

で

に
至

っ

た

。そ

し

て

、

一
九

九

三

年

九

月

の
世

界

銀

行

の

報

告

に

あ

る
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(
霞
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づ
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ω
)
に

み

ら

れ

る

よ

う

に

、

既

に

日

本

、
Z
H国
ω
に
加

え

て
、
》
ω
国
>
Z

の
中

で
も

、

著

し

い
成

長

を

遂

げ

る

マ
レ

ー

シ

ア
、

タ

イ

、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
を

「
高

成

長

ア
ジ

ア

経

済

地

域
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と
し

て
ま
と

め

る
名
称

が
登
場

し

、
従

来
成

長

の
拠

点

と

し

て
頭
角

を
現

し

て
き

た
地

域

が

既

に
線

と
し

て
、
互

い

に
連
動

す

る
経

済
地

域

と
し

て
す

で

に
世

界
経

済

の
中

で
確

固

た

る
地

位

を
形
成

し

つ
つ
あ
る

こ
と

は
明
か

で
あ

る
。

台

湾

の
有
力

ビ
ジ

ネ

ス
雑

誌

『
天

下

』
は

、

テ

ニ
ス

ラ
ケ

ッ
ト
、

ゴ

ル

フ

ク

ラ
ブ

、
自

転

車

等

の
工
業

製
品

二
〇

種
目

に
お

い
て
台

湾

企
業

が
世

界

シ

ェ
ア

(
構

成

比

)

で
第

一
位

を

占

め

て

い
る
と
報

じ

て

い
る
が

、
韓
国

も
ま

た

、
造

船

、

鉄

鋼

、

自
動

車

等

で

日
本

の
地

位

に
急

迫

し

つ

つ
あ

る
ば
か

り
か

、
毛

皮

や
履
物

(
ス
ポ

ー

ツ
靴

)

等

の
軽

工
業

製

品

で
は
世

界

市

場

に

む
ラ

栄
え
有

る
地

位
を

確
立

し

つ
つ
あ

る

@

ま

た
、
金

融

面

に
お

い

て
も

ア
ジ

ア
諸
国

、
特

に
香

港

、

シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ア
ジ

ア

・
ダ

ラ
ー

市
場

の
急

成
長

は
す

さ
ま

じ
く

、

ア
ジ

ア
企
業

の
成

長

性

に
目

を

つ
け

て

の

ア
ジ

ア

.
フ

ァ
ン

ド
が
続
出

す

る
等

、
Z
H国
の
諸
国

へ
の
発
展

途
上

国
、
累
積

債
務

国

か
ら

の
資

金

面

で

の
期

待

は

急

速

に
高
ま

っ
て

い
る
。
㊨

さ

ら

に
、
Z
日
ω
や
〉
ω
国
>
Z
諸
国

の
成
長

に
伴

い
、

よ

り
拡

大

、

深
化

す

る
局

地
経

済
圏

お

、
特

に
Z
H国
ω
や
〉
ω
国
>
Z
対

象

だ

っ
た
先

進

国

の
直

接

投

資

が

流

入

し
始

め

て

い
る
開
放
政

策
下

の
中

国

と
香
港

、
台
湾

を
結

ん

で
成

長
し

て
い
る
大
中

華
経

済

圏

、

そ
し

て
、

一
四

力
国

、

一
七

億

の
消
費

者

、
世

界
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民
総
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地

域

の
安

定

と
繁

栄

に
向

け

て

の
行

動

が

、

ま

さ

に

..
国
9
霞

爵
①

O
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暮
霞
図
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h
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〉
ω
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(
ア
ジ

ア

・
太

平
洋

地
域

の
世

紀

の
幕

開
け

)

の
象
徴

で
あ
る
と

す

る
な

ら

、

ア
ジ

ア
、
そ
し

て
さ
ら

に
は
太

平
洋

地
域

は

い
か
な

る
成

長

の

モ
デ

ル
を

模

倣

し

て

い
く

か

で
は

な

く

、
す

で
に
、
他

地
域

か

ら
模
倣

す

る
と

い
う
域

を
越

え

た

大
規

模

か

つ
可

能

性

を

秘

め

た

経

済
圏

で
い
か

に
安

定

し
た
域

内
経

済
協
力

体
制

を
構
築

し

て

い
く
か

を

問

う
時

期

に
入

っ
て

い

る
と

い
え
よ
う

。

し
か
し

、
そ

の
際

に
も

、

日
本

の
工
業

化

モ
デ

ル
、

そ

し

て
日
本

か

ら

の
直

接

投

資

、

技

術

移
転

が

ア
ジ

ア
に
与

え
た
影

響
を

軽
視

し

て

ア
ジ

ア
諸

国

、

ひ

い

て
は
太

平

洋

地

域

の
経

済

成

長

、
工
業

化
を

考
察

す

る

こ
と
は
不

可
能

で
あ

る
。

一
九

八
五
年

の
プ

ラ
ザ
合
意

(
G

5
)
以
降

の
円
高

は

輸
出

産
業

に
大

き
な

衝

撃

を

与

え
、

日
本

経
済
を

円
高

不
況

に
ま

で
追

い
込

ん
だ

が
、
そ

の

一
方

で
民

間
企
業

に

e

内

需

シ

フ
ト

、

口

海
外
進

出

、
日

製

品

・
部
品

の
海
外

調
達

、

四

新

事

業
展

開

、

㈲

合

理
化

と

い

っ
た

戦

略
設

定
を
必

然
的

に
迫

り

、
こ
れ

は
結
果

と
し

て
八

七

年

以

降

の

「
円
高

景

気

」

の
要

因

を

創

り
だ

す

こ
と

に
な

っ
た
。

プ

ラ
ザ
合

意
以

降

の
八
六

年

か
ら
九

〇
年

ま

で
に

日
本

の
対

Z
自
ω
直
接

投
資

の
累

積

額

は

、

五

一
年

か

ら
八
五

年

ま

で

の
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積
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六

七
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で
あ

り

、
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期

間
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》
ω
国
>
Z
直

接

投

資

の
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累
計
額

も
五

一
年

か
ら

八
五
年

ま

で
の
累
計

額

の

一
・
五

二
倍

と
な

っ
て

い
る

。
⑱

こ

の

「
円
高

景
気
」

の
流

れ

の
中

急
速

に
進

ん
だ

日
系

企

業

の

ア
ジ

ア
進

出

は
受

け
入

れ

地

域

の
工
業
生

産
性

を
高

め
、
雇

用
を
創
出

し

、
輸

出

拡

大

は
外

貨

獲

得

と

い

う

プ

ラ

ス
の
影

響

を
与

え
、
確
か

に

ア
ジ

ア

の

「
繁
栄

」
を
促

す
原
動

力

の

一
つ
と

な

っ
た

。

し
か

し

な
が

ら

、

一
方

で
繁

栄

の
裏

に
は
さ
ま
ざ

ま
な

問
題

が
存
在
す

る

の
も
否

定

で
き
な

い
だ

ろ
う

。

そ

の
地

域

の
既
存

産
業

が
受

け

た

マ
イ

ナ

ス
の
影

響

も
無
視

し
が

た

い
現
実

で
あ

り

、
「
工
程

間
分
業

型
投
資

」
か

ら
生
産

体
型

自
体

の
海
外

シ

フ
ト
を

意

味

す

る

一
生

産

移

管

型

投

資

」

の

増

大
㊨

そ
し

て
よ
り
高

度
な

技
術

移
転
を

求
め

る
Z
日
ω
、
〉
ω
国
>
Z
諸

国
と

ス
ピ

ン
ア
ウ
ト
、
企

業

秘
密

(
ト

レ
ー
ド

シ
ー
ク

レ

ッ
ト
)

の
漏

洩
等

を

恐

れ

る

日
系

企
業

対

立

構

造

が

そ

こ

に
も

存

在
す

る
。

ア
ジ

ア
進
出

日
系

企
業

間

で
熾
烈

さ
を

ま
す
競
合

関

係

、

進

出
地

域

か

ら

日
本

へ
の
ブ

ー

メ

ラ
ン
効

果

の
影

響
等

と

■
円
高
」
が
拍

車
を

か
け

た

海

外

進

出

が

露

呈

さ

せ

て
き

た

さ
ま

ざ

ま

な
問
題

、
そ
し

て
、
成
長

の

一
方

で
そ
れ

に
追

い

つ
か

な

い

ア
ジ

ア
諸

国
内

の
人

材

育

成

、

イ

ン
フ

ラ
の
整
備

、
法
律

等

の
制
度

面

で
の
整
備

、
そ

れ

に
も

か

か

わ

ら

ず

、
急

激

に
高

ま

る
技

術

移
転

の
要
請

、
そ
れ

と

と
も

に
政
治
問

題
化
す

る

慢

性

的

な

貿

易

問

題

、
行

き

過

ぎ

た
成

長

優

先
政
策

の
弊

害

で
あ

る
環
境

問
題

の
深
刻

化

は
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い
代

償

)
と

し

て
九
〇
年
代

無
視

し

が
た

い
程
複

雑
か

つ
重

要

な
も

の
と

な

っ
て
き

て
い
る
。

本
稿

の
目

的

は
成

長

の
ア
ジ

ア
に
お

い
て

の
八

○
年
代

の

日
系

企

業

の

ア
ジ

ア
進

出

状

況

、

技
術

移
転

の
あ

り
方
を

『
平

成

四
年
度

通
商

白
書
』
、
『
ア
ジ

ア

へ
の
技

術

移

転

H
研

究
報

告

書

一
九

九

二
年
九
月

(
日
経
産

業
消

費
研

究
所
編

)
』

に
基

づ

い
て
分

析
す

る
こ
と

で
、

日
系

企

業

の
技

術
移
転

を
め

ぐ

る
戦

略
転

換
を

考
察

し
き
第
六

章

以

下

で

は
、

そ

の
進

出

が

受

け
入

れ
国

で
あ

る

ア
ジ

ア
諸

国

、
特

に
ア
ジ

ア
Z
H国
の
と

〉
の
国
>
Z
諸

国

の
八

○

年

代

の
分

業

関

係

、

ひ

い

て
は
貿
易
構

造

に
与

え
た
影
響

、
そ
し

て
そ

の
分
業

体

制

確

立

に
よ

り

成

長

を

約

束

さ

れ

た

か

に
さ
え
見

え
る

、.
H日
p
σq
Φ
o
h
O
薯

○
詳
β
巳
江
①
ω
..
諸

国

の
抱

え
る
問
題

、

そ

し

て
、

あ

え

て
戦

略

転
換

を
行

う

こ
と

で
ま
す

ま
す

日
系

企
業

に
と

っ
て
重

要

性

を

増

し

つ

つ
あ

る

ア
ジ

ア
地

域

の

「
成
功

」

の
裏

に
介
在

す

る
リ

ス
ク

、
そ

の
繁
栄

ア
ジ

ア
が

か

い
ま
見

せ
る
問

題

に

つ
い

て
も

考

察

を
加

え

て
み

た

い
。
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ω

フ

ラ

ン

シ

ス

・
フ

ク

ヤ

マ
、
渡

部

昇

一
訳

、

『
歴

史

の
終

わ

り

(
中

)
』

三

笠

文

庫

、

一
八
頁

。

佗

U
鋤
ξ

照
。
巨

巨

㌦

ぎ

譴

①

。
h
O
署

。
詳
8

三

①
ω
.

の
p
ε

巳

睾

量

自

ゆ
曙

押

お
㊤
ら
・

③

『
京

都

新

聞

』
、

一
九

九

二
年

一
月

四

日

付

。

ω

日
本

経

済

新

聞

社

編

、
『
ア

ジ

ア

の

世

紀

』
、

日

本

経

済

新

聞

社

、

一
九

九

一
年

三
頁

。

⑤

同

上

。



㈲

局
地
経
済
圏
と
は
、
生
産
費
格
差
を
利
用
し
た
経
済
協
力
が
自
立
的

に
行
わ
れ

て
い
る
国
境

を
挟

ん
で
地
理

的

に
隣
接
し
た
地
域
の
こ
と
を
指
し
、
八
○
年
代
後
半
以
降
、
特

に
ア
ジ

ア
地
域
に
現
れ

て
き
た

。
具
体
的

に

は
華
南
経
済
圏

(香
港
、
台
湾
、
中
国
広
東
省

・
福
建
省

・
華
南
省
)、
成
長
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

(シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)、
イ
ン
ド
シ
ナ
経
済
圏

(
タ
イ

・
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ

ア
)
、
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏

(
日
本
、
韓
国
、
極
東

ロ
シ
ア
、
中
国
遼
寧
省

・
吉
林
省

・
黒
龍
江
省

、

モ
ン
ゴ
ル
、
北
朝
鮮
)、
黄
海
経
済
圏

(
日
本
、
韓
国
、
中
国
山
東
省
等
黄
海
沿
岸
地
域
)
と

い

っ
た
も
の
で
あ

る
。
(
野
村
総
合
研
究
所

『
ア
ジ
ア
の
発
展
と
リ
ス
ク
ー
中
国
、
Z
国
の
"
ア
セ
ア
ン
の
政
治

・
経
済
展
望
1
』
、

一
九
九

三
年
、
三〇三
、
三〇
六頁
。

㊥

誤

①

z
貯

囹

≦

8
匹

ざ

Z
。
〈
①
§

ぴ
霞

ω
ρ

お
り
ω
・

⑧

渡

辺

利

夫

、

『
日
本

経

済

新

聞

』
、

一
九

九

二

年

七

月

一
六

日
付

。

⑨

同

上

。

⑩

U
p
ξ

団
○
邑

`
昼

煢

①
号

①
ω
畠

団
噂
ω
①
讐
①
ヨ
ぴ
霞

ω
ρ

一
㊤
露

●
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第

一
章

日
系
企
業
の
ア
ジ
ア
進
出

の
現
状

一
、
日
系
企
業

の
進
出
状
況

日
本

の
直
接
投
資
は

一
九
五
〇
年
以
来
、
相
当
期
間
低
賃
金

の
利
用
を
目
的
と
す
る
も
の
が
中
心

で
あ



り
、
そ

の
こ
と
を
反
映
し
て
日
系
企
業

の
ア
ジ

ア
進
出

の
全
体
に
占
め
る
比
率
は
相
当
的
に
高
か

っ
た
と

い
え
る
。

一
九
六
九
年
以
前

の
進
出
企
業

一
、
一
=
二
社

の
う
ち
、

ア
ジ

ア
に
進
出

し
た
企
業
は

四
四
九

社
と
全
体

の
四
〇

.
三
%
を
占
め

て
お
り
、
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ

へ
の
進
出
企
業
二
八
八
社

(
二
五

・
九
%
)、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
進
出
企
業

一
二
八
社

(
=

・
五
%
)
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
。

こ
の
時
期

に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
石
油
、
イ

ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
鉄
鋼
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の

鉄
鋼
石

.
銅
、
ブ

ル
ネ
イ
で
の
天
然
ガ
ス
等
、
日
本

へ
の
供
給
を
目
的
と
す
る
天
然
資
源
開
発

の
た
め

の

投
資
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
の
も
特
徴

で
あ
る
。

そ
し

て
、
「
海
外
投
資
元
年
」
と
呼
ば
れ
る

一
九
七
二
年
か
ら
急
激

に
日
本

の
直
接
投
資
は
増
加

の
途

を
た
ど
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
中
で
ア
ジ

ア
へ
の
日
系
企
業

の
進
出
も

い

っ
そ
う
活
発
化
し
た
。
七

〇

年
か
ら
七

四
年
ま
で
の
進
出
企
業
数
は
九

一
六
社
と
、
六
九
年
以
前

の
四
四
九
社

に
比

べ
二
倍
強

の
増
加

率
を
示
し
、
全
体

に
占
め
る
割
合
は
四
二

・
九
%
と
ア
メ
リ
カ

へ
の

一
八

・
八
%

(
四
〇

一
社
)
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

へ
の

一
四

・
三
%

(
三
〇
六
社
)
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
㎝

七

〇
年

代
前
半

の

日
系

企
業

の
進
出

を
急

激

に
促
進

し
た

要

因

と

し

て
考

え

ら

れ

る

の
が

、

国
内

の
賃

金
水
準

の
高

騰

と
七

二
年

か
ら
七

三
年

に
か

け

て

の
国

際

通

貨

の
動

揺

が
も

た

ら
し

た
円

高

、
石

油

シ

ョ
ッ
ク

の
影
響

で
あ

る
が
、

こ

の
時

期

の
内

外

の
経
済

環
境

の
急

激

な
変

化

は
特

に
労
働

集
約

的

な
繊

維

産
業

、
電
気
機

械
産

業

な

ど

の
日

系

企
業

が
安

価

な

労

働

力

、
安
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い
生

産
拠

点
を

求
め

る
動

き

に
拍
車

を

か
け
た

の

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

製

品
輸

出

の
本

格

化

が

進

む
と
欧

米

に
お

け
る
販

売

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構
築

の
拠

点
設
立

も

み
ら
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

し
か
し

な
が

ら
、
七
〇

年
代

半
ば

日
系

企
業

の
進

出

に
も

転

換

期

が

訪

ず

れ

た

。

ア
ジ

ア
諸

国
が
従

来

か
ら

の
無

差
別

的

な
外
資

導

入
か

ら
選
別

的

、
重

点

的

導

入

へ
と

そ

の
外

資

導

入

政

策
を
見

直
す

方
向

に
動

き
始

め
た

こ
と

か
ら

、
日
系

企
業

の
進

出

は
鈍

化

の
傾

向

を

た

ど

る

よ

う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
七
五

年
以
降

の
日
系
企

業

の

ア
ジ

ア
進

出

が
全

体

に
占

め

る
割

合

は

七
五

年
か

ら

の
五
年
間

が

三
九

・
三

%
、

一
九
八

○

年

か

ら

の
五

年

間

が

三

三

・

一
%

、

一
九

ゆ

八
五

年
か

ら
八
七

年

ま

で
が

三
二

・
七

%

と
鈍
化

の

一
途

を
た
ど

っ
て
い
る
。
q

そ

の

一
方

で
、

日
系

企
業

の

ア
メ
リ
ヵ
進
出

は
上

昇

の
途

を

た

ど

っ
て

い
る

が

、

こ
れ

は

貿

易
摩

擦

へ
の
対
応

が
影

響

し

て

い
る
と
み

ら
れ

て

い
る
。
七

〇
年
代

後
半

か

ら
米
国

、
ヨ
ー

ロ

ッ

パ

で
見

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
貿

易
制

限
的

な
動
向

に
対

応

す

る

た

め

、
消

費

地

で
あ

る
欧

米

諸

国

で
の
現
地

生
産

に
移

行
す

る

日
系
企

業

の
増
加

は

、
七

五

年

か

ら

の
五
年

間

で

二
〇

・
三

%
、
八
○
年

か

ら

の
五

年
間

で
二
六

・
七
%

、
八
五
年

か
ら

八
七
年

ま

で

で
三
二

・

一
%
㊨
と

ア

ジ

ア

へ
の
進
出

と

は
反
対

に
上

昇

し

て
い
る
。

こ

の
よ
う

に
日
系
企

業

の
ア
ジ

ア
進

出

は
七
〇
年

代

の
前

半

を

ピ

ー

ク

に
低

迷

の
傾

向

を

み

せ

る
が
、
八
五
年

の
円
高
以

降
再

び
急

激

に
増
加

し

、

八
六

年

か

ら

八

九

年

の

四
年

間

で
未

曽
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有

の
拡

大
を

み
せ

た
。
大
蔵

省

に
よ

る

「
対
外
直

接

投

資

許

可

・
届

出

実

績

」

統

計

が
取

ら
れ

だ

し

た

一
九

五

一
年

以
来

の
直

接
投

資
許

可

・
届

出

累
積
額

は

一
八
六

四
億

ド

ル
に
も
な

る

が

、

こ

の
う
ち

の
五
五

%
を

八
六
年

か

ら
八
八

年
度

の
三
年

間

が

占

め

、

三
〇

年

間

に
わ

た

る
実

績

を

八
八
年

度

一
年
間

で
優

に
オ

ー
バ

ー
す

る
と

い
う
現

象

が
起

こ

っ
た

の
で
あ
る

。
03

し
か

し
、
九
〇

年
代

に
入

り

日
系
企

業

の
海
外
直

接
投

資

に

は
再

び

転

換

が

訪

れ

て

い
る

。

現

在

は
日
本
国

内

で

の
バ
ブ

ル
崩
壊

に
加

え

、

ロ
ン
グ

ラ

ン
景

気

の
低

迷

と

と

も

に
企

業

の
投

資

意
欲

は
減
退

し

て
き

て
お

り
、
ま

た
、
海
外

に

お

い

て
も

世

界

的

な

景

気

回

復

の
遅

れ
と

ア

ジ

ア
諸

国

に
お
け

る
賃
金

の
上

昇

、
さ
ら

に
は
輸
出

指

向

を

強

め

る
途

上

国

と

欧
米

先

進

諸

国

間

で
の
貿

易
摩

擦

と

い

っ
た

問
題

の
発
生

等
が
海
外

へ
の
直

接

投

資

に
ブ

レ
ー
キ

を

か

け

る
要

　

因

と
な

っ
て

い
る
。
ま

た
、
円
高

以
降

の
各
業
種

の
海
外

進

出

攻

勢

の
結

果

と

し

て
、
製

造

業

等

の
進
出

が
す

で
に

ほ
ぼ

一
巡
し

た
と

の
見
方

さ
え

あ
る

が
、
qの

各

国

の
最
新

直
接
投

資
統

計

に

お

い
て
も
例

え
ば

、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
で

の
投

資
額

ト

ッ
プ

の
座

を

台

湾

に
奪

わ

れ

た

こ
と

、
ま

た

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
で
全
体

の
投

資
許

可
額

が

一
八

・

一
%
増

と

伸

び

る
中

で

の

日
本

か

ら

の
投

資

の
横

ば

い
状

況

と

い

っ
た
事

実

は

日
系

企
業

の
海
外

進

出

が
す

で

に

一
つ
の
山

場
を

過
ぎ

た

こ
と
を

示
し

て
い
る
と
考

え

ら
れ

る
。
鮖
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二
、

依
然

強

い
ア
ジ

ア

へ
の
進
出

意
欲

し

か

し
な

が

ら

、

東

洋

経

済

新
報

社

が
毎

年

行

っ
て

い

る
国

内

有

力

企

業

を

対

象

に
し

た

「
海
外
進

出
企

業

調
査
」

の
中

で

の
進
出

動
向

(
九

二
年

一
〇
月
実

施

)
に
よ

る

と

回
答

の
あ

っ

た
二

四
八
件

に
、
そ

の
後
新

聞
等

で
公
表

さ

れ
た
も

の
を
加

え

た

三
〇
六
件

(
複
数

回
答

)
の
う

ち

、
六

六

%
が

ア
ジ

ア
を

指

向

し

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

、

北

米

が

そ

れ

ぞ

れ

一
五

・
四

%

、

一
二

・
八

%

、
中

南

米

が

三

・
九

%

と

な

っ

て

い

る

。

八

七

年

の

調

査

で

は

、

ア

ジ

ア

が

四

八

%

だ

っ

た

か

ら

、

や

は

り

ア

ジ

ア

へ

の

シ

フ

ト

が

進

ん

で

お

り

、
(
図

1

)
、

世

界

に
占

め

る

ア
ジ

ア
製

造

業

の

割

合

も

八

八

年

六

一

・
○

%

、

八

九

年

五

一

・
○

%

、

九

〇

年

四

四

・
六

%

、

九

一
年

五

五

・
七

%

、

九

二

年

六

二

・
七

%

と

九

一
年

以

降

さ

ら

に

高

ま

っ
て

い

る

こ

と

が

報

告

さ

れ

ロ

て

い

る

。
q

図1進 出予定地域、アジアのウエイ ト増す

出所:『 東洋経済 統計月報』1993年6月28頁
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す

で
に
海
外

進
出

の
実
績

あ

る
企

業

を

主

た

る
調
査
対

象
と

し

て

い
る

こ
と

や
進

出
計

画

に
不
確

定
要
素

が
多

い
等

の
理
由

に
よ

り
調
査

の
回
答

を
控

え
た

可

能

性

を

考

慮
す

る

と
海
外

へ
の
進

出
意

欲

は

こ

の

調
査

で
は
依

然
強

い
と

み
ら
れ

る
。

そ
し

て
、
そ

の
根
強

い
進

出

意

欲

の
中

で
も

九

二
年
以
降

特

に
目
ざ

ま

し

い
注

目

を
浴

び

て

い
る

の
が
中

国

で
あ

る

。
東

洋

経
済

に
よ

る
九

二
年
度

の

「
海

外
進

出

企

業

調
査

」

に
よ

る
と
九

二
年

の
新

規

投

資

先

の
全
体

の
う
ち

、
五

一
・
二
%

が

ア
ジ

図2海 外進出件数はアジア、欧米で9割

『東洋経済統計月報』1993年6月26頁出所

 

ア
で
あ

り

、
さ
ら

に
そ

の
中

で
上
位

五
位

の
う
ち

、

二
位

を
中

国

が

占

め

て

い
る

。
九

二
年

度

の
上
位

五
位

を
基
準

に
八
九
年

か

ら

の
推
移

を
グ

ラ

フ
で
み

る

と

、

ア

メ
リ

ヵ
が

ダ

ウ

ン
し

た

分
中

国
が

比
率

を
拡
大

し

て

い
る

こ
と
が

は

っ
き

り
と
出

て
い
る

。
(
図

2
)

確
か

に
、
業
種

、
進
出

動
機

、
時
期

に
よ

る

違

い
ゆ

え

に

「
主

役

」

は
目

ま

ぐ

る
し

く

変

わ
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り

、

ま

た

変

わ

り

つ

つ
あ

る
も

の

の

、

ア
ジ

ア

へ

の

根

強

い

進

出

意

欲

が

投

資

額

に

反

映

さ

れ

て

い

る

こ
と

は

明

か

な

よ

う

で
あ

る

。

そ

れ

で

は

、

そ

の
壮

大

な

吸

引

力

を

も

つ
ア

ジ

ア

は

ど

の

よ

う

な

貿

易

構

造

を

も

つ

の

か

、

ど

の

よ

う

な

転

換

を

Z
日

ω
、

〉
ω
国
>
Z
は

八

○

年

代

遂

げ

え

た

の

か

、

そ

し

て
九

二
年

以

降

の

中

国

投

資

ブ

ー

ム
を

考

察

し

、

ア
ジ

ア

の
九

〇

年

代

の

貿

易

構

造

と

問

題

を

次

章

以

下

で

考

察

し

て
み

た

い

。

⑩

小
川
英
次
、
牧
戸
孝
郎
編
、
『
ア
ジ
ア
の
日
本
企
業
と
技
術
移
転
』
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九

一
年
、

一
-

二
頁
。

ω

大
慈
弥
隆
人
、
「
高
度
化
す
る
日
本
企
業

の

グ

ロ
ー
バ
ル
化
戦
略

-
海
外
進
出
の
現
状
と
見
直
し
ー
」、
『
海
外

進
出
企
業
総
覧
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
九
二
年
、
=
頁
。

働

小
川
英
次
、
牧
戸
孝
郎
編
、
前
掲
載
書
、
二頁
。

13

bd
縁
ヨ
Φωω
U
暮
p

お
○。
㊤
」
尸

四七
頁
。

αの

小
川
英
次
、
牧
戸
孝
郎
編
、
前
掲
載
書
、
二
頁
。

09

『東
洋
経
済

統
計
月
報
』
、

一
九
九

二
年
六
月
三
〇頁
。

㈲

同
上
。
二八
頁
。
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第

二
章

ア
ジ

ア
に
お

け
る

分
業
関

係

の
転

換

ー

ア
ジ

ア
Z
鬲
ω
の
転
換

ー

『
平
成

四
年
度

版

通
商

白
書

』

で
は

、

ア
ジ

ア
Z
日
ω
の
貿

易

構
造

の
変

化

の
形

態

を

の

八

五
年
以
前

、
口

八
六
年

～
八

八
年

、
日
八
九
年

～

九

〇

年

に
分

け

て
分

析

し

て
い

る

の

で
そ

の

時

代
区
分

に
そ

っ
て
み

て
み
た

い
。

e

八

五
年

以
前

(
対
米

輸
出
依

存
度

の
上

昇
期
)

天
然

資
源

に
乏

し
く

、
国

内
市

場
が
狭

く

、
原

材

料

、

資

源

を
輸

入

に
依

存

せ

ざ

る

を

え

な

い

ア
ジ

ア
Z
日
ω
は
国

際
収

支
を

安
定

さ
せ

る
た
め

の
外

貨
獲

得
が

不
可
欠

で
あ

る

こ
と

か

ら

、

国

に
よ

る
ず

れ

は
あ

る
も

の

の
、
比

較
的

早

い
時

期

か

ら

輸
出

代
替

戦

略

(
輸

出

指

向

型

工

業

政
策

)
を
積
極

的

に
進
め

た
。
輸
出

代
替

戦
略

と

は

、

輸

出
指

向

す

る
戦

略

で
あ

っ
た

。

つ
ま

り
、
輸
出

を
促

進
す

る

た
あ

に
、
金

融

、
税
制

上

の
支

援

政
策

を

行

う

一
方

で
、
輸

出

市

場

の

情

報
提

供

、
輸

出
業
者

の
海

外
渡

航

の
緩
和

、
港

湾

建

設

、
通

関

手

続

き

の
簡

素
化

等

の
輸

出

開

発
体

制

の
整
備

が
実
施

さ

れ

、
輸
出

部
門

へ
の
資

源

が
集

中

的

に
配

分

さ

れ

る

よ

う

な

シ

ス

テ
ム
づ

く

り
が
な

さ
れ

た

の

で
あ

る
。
㎝

こ
の
結
果

ア
ジ

ア
Z
日
GQ
は
国
内

産
業

の
育
成

や

産
業
構

造

の
調

整

、

積

極

的

な

設

備
投

資

や

一13一



外

資
導

入

に
よ
る
技
術

導
入

を
通

じ

た
労

働

集
約

型
産
業

の
発

展

を
軸

に
世

界

的
水

準

を
上

回

る
成

長
を

維
持

し
続

け
、
そ

れ
が

八
○
年

代

の
技
術

力

が

あ

り

、

イ

ン

フ
ラ
も

整

備

さ

れ

、
比

較
的

安
価

な
労
働

力
を

提
供

で
き

う

る
、
外
国

企
業

の
進

出

を

誘
引

す

る
条

件

を

整

え

る

こ
と

に
成

功

し
た

の

で
あ

る
。

ま

た

、
こ
の
時

期

ア
メ
リ
カ
国

内

の
内

需
拡

大

の
影

響

、

ド

ル
高

、
高

金

利

、

労
働

者
賃

金

の
高

騰

の
影
響

で
八

○
年
代

前
半

、

ア
メ
リ

カ
製

造

業

は

労

働

集
約

型

産

業

だ

け

で
な

く

、
加

工
組
立

型
産
業

で
も
標

準
化

さ
れ

た
も

の
か

ら
、
製

造

工

程

を
外

部

、
或

い

は
外

国
企

業

に
委

託

す

る
よ
う

に
な

っ
て
い

っ
た
が

、

こ
の
供

給
基

地
と

な

っ
た

の
が

ア
ジ

ア
Z
日
の
で
あ

り

、

ア

メ
リ

カ
企

業

の
直

接
投

資

や
技
術

供
与
等

を
通

し

て

ア

メ
リ

カ

へ
の
衣

類

等

の
軽

工
業

品

、

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
、
事
務

用
…機
器

部
品

、
家

電
製

品

等

の
機

械

類

の
輸

出

を

急

増

さ

せ

る

結

果

に

な

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
企
業

の
こ

の
時
期

の
投

資
戦
略

は

ア
ジ

ア
諸

国

か

ら

の
対

米

輸

出

を

増

大

さ

せ

た

が

、
こ
の
時

期

の

日
系
企

業

に
よ

る
技
術
移

転

や
資

本

財

の
供

給

も

ア
ジ

ア
の
成

長

に
大

き

く

貢
献

し

て
い
た

こ
と

は
無
視

し

が
た

い
と

い
え

よ
う
。

日
本

か

ら

ア
ジ

ア
Z
日
ω
へ
の
直
接
投
資
、

技

術
移

転

の
動

向
を

見

る
と
、
直
接

投
資

は
停
滞

傾

向

に
あ

る
が

、

技
術

移

転

は
比

較

的

に
活

発

で
、
韓

国

、
台
湾

で
は

ア
メ
リ

カ
よ
り
も

多
く

の
技
術

移
転

が

日
本
か

ら
行
わ

れ

て

い
る
。
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ま

た

、
半
導
体

等

の
電

子
部

品
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー

、
産

業

用

機

械

等

の
資
本

財

が

こ

の
時

期

の

日
本

か
ら

ア
ジ

ア
Z
日
ω
へ
の
輸
入

の
上

位

で
あ

っ
た

こ
と

は

ソ
フ
ト
、

ハ
ー

ド
両

面

で
、

ア

ジ

ア
Z
日
ω
の
工
業
供

給
地

と
し

て
の
成

長

へ
の
日
本

の
技
術

の
役
割

を

示
す
も

の
で

あ

る
と

み

の

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。
q

口

八
六
年

～
八

八
年

(
貿

易
量

の
大
幅

拡

大
期
)

八
五
年

の
プ

ラ
ザ
合
意
を

機

に

ア
ジ

ア
Z
H国
の
の
通
過

は

、
対

ド

ル
で

は
若

干

切

り

上

げ

ら

れ

た
も

の
の
対

円

で
は

、
八
六

年

か
ら
八

七
年

に
か
け

て
は

大
幅

に
切

り

さ
が

っ
た

た

め

、

ア
ジ

ア
Z
日
ω
製

品

の
価

格
競

争
力

が

日
本
市

場

で
強
化

さ
れ

た
。
ま

た
、
日
系

企

業

が

家

電

製

品
を

は
じ
め

と
し

て
標
準

化

さ
れ

た
製
品

の
生

産
拠

点
を
安

価

な
労
働

供
給

が
可
能

な

ア
ジ

ア
Z
H国
P

特

に
台
湾

、
韓
国

に
意

移
行

さ

せ
た

こ
と

は
、

こ
れ

ら

の
地

域

の
生

産

力

、

技

術

力

の
上

昇
を

も

た
ら

せ
た

。

そ
し

て
、
こ

の
効

果

は

ア
メ
リ
カ

の
自
動

車

、
通

信

機

器

、
音

響

機

器

等

の
市

場

に
お

け

る

日
本

か
ら

の
輸

入

の
減

少

に
取

っ
て
替

わ

る

ア
ジ

ア
Z
H国
の
か
ら

の
輸
入

拡
大

と

い
う
現

象

を

生

み
だ

し
た

。
八
六
年

度

ア
メ
リ
カ

の
総
輸

入

に
占
め

る

ア
ジ

ア
Z
H国
の
の
比
率

、

一
二

・
七

%

は

八
八

年
度

に
は

一
四

.
四
%

に
上

昇
し

た
が

、
同

時

期

の

ア

メ
リ

カ

の
総

輸

入

に
占

め

る

日
本
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の
比

率

は

二
二

・

一
%
か

ら

二
〇

二

二
%
と
低

下

し

て

い
る
。

一
方

、

こ
の
時
期

の

ア
ジ

ア
Z
H国
ω
自

身

の
輸
入

に
お

い
て

は

日
本

か

ら

の
産

業

用
機

械

、
部

品
等

の
資

本
輸

入

は
円
高

に
よ

る
対

円

レ
ー

ト

の
切

り
下

げ

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

増
加

し

て
お

り

、
ま
た

、

ア
メ
リ

カ
か
ら
も

機
械
類

の
輸

入

は
増

加

し

て

い
る

。

こ

の
時

期

の
貿

易

構

造

が

ア
ジ

ア
Z
日
ρ

ア
メ
リ
カ
、

日
本

の
三
地

域

の
補
完

的
供

給
体

系

は
形
成

の
大

き
な
契
機
と
な

っ

ロ

た

と

み

ら

れ

よ

う

。
q

日

八
九
年

～
九

〇
年

八
六

年
以
降

の
急

速

な
先
進

国
向

け

の
貿

易

拡
大

に
よ

り

外

需

主
導

型

の
経

済

成

長

を

遂

げ

た

ア
ジ

ア
Z
日
の
で
あ

っ
た
が

、
八

九
年

以
降

景
気
加

熱

に
よ

る
物
価

上
昇

や
賃

金

高

騰

と

い
う

現
象

の
顕

在
化

、
さ
ら

に
ア
ジ

ア
Z
自
oっ
を
追

う
安
価

の
労
働

を

武

器

に
工

業
化

を

促
進

し

て
き

た
〉
○っ
国
>
Z
諸
国

の
追

い
上
げ

は
雑

製
品

、
原
料

別
製

品
と

い
う
労
働
集

約
的

な

財

に
お

い

て
急

速

に

ア
ジ

ア
Z
日
ω
の
国

際
的
競

争
力

を
低

下

さ
せ

た
。

し

か
し

、
八

○
年

前
半

の
高

度
経
済

成
長

が
も

た

ら

せ

た
所

得

水

準

、

購

買

力

の
向

上

は

ア

ジ

ア
Z
H国
の
に
新

た
な
市

場
を

形
成

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。
さ
ら

に
、
八
○

年

代

末

か

ら

の
消
費

ブ

ー

ム
は
第

三
次

産
業
化

を
進

め

、
自
動

車

等

の
耐

久
消

費

財

部
門

で

の
需

要

が

急

激

に
拡

大
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し

て

い
る
。

例

え
ば

、

一
人

あ

た
り

の
平

均
月
収

が

日
本

円

で

一
〇

万

円

台

前

半

に
ま

で
な

っ
た

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
で
は
八

五
%

が
公

的
住
宅

に
入
居

し

て
い
る

た
め

住

居

費

が

少

な

く

、

可
処

分

所
得

は

日
本

人
並

か

そ
れ
以

上

に
達

し

て
お
り

、
⑳

そ

の
所
得

上

昇

に
よ

る
中

間

層

の
購

買
力

向

上

が

こ
の
地
域

の
輸
出

用
生

産
拠

点

か
ら
耐
久

消
費

財
市

場

へ
の
転

換

を

促

し

て

い
る

と

み

ら
れ

て

い
る
。

内
需

拡
大

は
資
本

財

、
耐

久
消
費

財

を
中

心
と

し

た
大

幅

輸

入

の
拡

大

、

そ

し

て
輸

出

力

の

低
下

を

ア
ジ

ア
Z
H国
ω
に
も
た

ら
し

た
が

、

そ

の

一
方

で

ア
ジ

ア
Z
日
ω
域
内

で
の
賃

金

の
急

上

昇

に
よ

る
国
際
競

争
力

の
低

下

、

ア
メ
リ

カ
と

の
貿

易

摩

擦

の
激

化

、

複
雑

化

に

よ

る

ア
メ

リ

カ

の
特
恵

関
税
制

度

か
ら

の
除
外

、

ア
ジ

ア
Z
日
GQ
の
通

貨
切

り
上

げ

が

引

き
金

と

な

っ
て

ア
ジ

ア
Z
日
ω
企

業

の
〉
ω
国
諺
Z
諸
国

進
出

が
急
速

に
進

む

こ
と

に
な
り
、
⑳

ア
ジ

ア
Z
日

ω
と
〉
ω
国
ω
〉
乞

諸
国

の
分
業

体
制

を

確
立

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
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㎝

谷
孝
雄
編
、
『
ア
ジ

ア
の
工
業
化
と
直
接
投
資
』
、
六
頁
。

㈹

『
平
成
四
年
度
通
商
白
書
』
、
三
九
頁
⊥

三
一頁
。

㎝

同
上
、
三
一丁

三
三
頁
。

⑳

『
日
本
経
済
新
聞
』
、

一
九
九
二
年
六
月
五
日
付
。



⑳

小
川
雄
平
編
、
『
ア
ジ

ア
共
生

の
時
代
』
、
同
友
館
、

一
九
九

一
年
、
一七
三
⊥

七七
頁
。

第

三
章

ア
ジ

ア
に
お

け
る

分
業
関
係

1
>
ω
而
>
Z
諸

国

の
転

換

1

六
〇
年
代

半

ば
す

で
に
韓

国

、
台

湾
と

い

っ
た

ア
ジ

ア
乞
H国
ω
諸
国

が

「
内

向

き

の
工

業

化

」

の
限

界

に
気

づ
き

、
そ
れ
を

克
服

す

る
政
策

と

し

て
の
輸

出
代

替
戦
略

(
輛
外

向
き

の
工
業
化
」
)
、

つ
ま

り
、
輸

出

を
促
進

す

る
た
め

に
、
金

融
、

税
制

上

の
支

援

政

策

を

行

う

一
方

で
、

輸
出

市

場

の
情

報
提
供

、
輸
出

業
者

の
海

外
渡
航

の
緩
和

、
港

湾

建

設

、
通

関

手

続

き

の
簡

素

化

等

の

輸

出
開

発
体
制

の
整

備

が
実
施

さ
れ

、
輸
出

部
門

へ
の
資

源

が
集

中

的

に
配

分

さ

れ

る
よ

う

な

シ

ス
テ
ム
づ

く

り
⑳

を

促
進

し

て

い
た
頃
、
>
GQ
国
〉
乞
諸

国

は
ま
だ
輸

入
代

替
戦

略
を

進

め

て

い

た
。

つ
ま

り
、
目
的

は
輸

入
代

替

、
分

野

は
重

工

業

、
政

策

は
保

護

貿

易

(
輸

入

制

限

)

を
促

進

し

て
い
た

の
で
あ

る
。

し
か

し
、
所
得
水

準

の
低

さ
、
国
内

市
場

の
狭

さ

、

国
内

技

術

水

準

の
低

さ

、

関

連

産

業

の

未

成
熟

さ

、
製

品
価
格

の
上

昇

、
国

内
生

産

に
使

用

さ

れ

る

資
本

財

、
中

間

財

の
輸

入

増

加

に

よ

る
国
際
収
支

の
悪
化

は

こ
の
戦
略

を
暗

礁

に
乗

り
上
げ

さ
せ

て
し
ま

っ
た
。
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特

に
、
直

接
投

資
を
導

入

し

て
も

解
決

さ
れ

な

い
問

題

、

つ
ま

り

、

国
内

市

場

の
過

小

に
よ

る

鞠
規
模

の
経
済

」
が
実
現

さ
れ

な

い
問

題

は
深

刻

で
あ

っ
た

。
途

上

国

の
経

済

自

立

を

目

的

と
し

た
輸

入
代
替

政
策

の
対

象

は
多
く

の
場
合

素
材

部

門

と

機

械

工
業

で
あ

る
が

、

そ

れ

ら

で

は
川
上
部

門

の
規
模

の
経
済

は
無
視

で
き
な

い
。
素
材

部

門

の
効
率

が
低

く

、

製

品

の
価
格

が

割

高

で
あ
る
と

、
川
中

、
川

下

、
の
諸

工
業

の

コ
ス

ト
も

高

く

な

り

、
競

争

力

は

低

下

を
免

れ

な

い
。
機
械

工
業

の
場
合

で
は
さ
ら

に
技
術

水
準

の
面

か

ら
も

製

品

自

体

競

争

力

を

も

て
な

い

だ

け

で
な
く
、
そ

れ
を
用

い
る
す

べ

て
の
産

業

の
競
争
力

の
障

害
と

な

る
。
こ

の
よ
う

に
し

て

、

途

上
国

に
お
け

る
輸
入
代

替
戦

略

に
よ

る
工
業

化

は
停

滞

の
途
を
歩

ん
だ

の
で
あ

る
。
㈱

そ
し

て
、
七

〇
年

代

に
入

る
と

〉
の
国
>
Z
諸

国

は
輸

入
代

替

工
業

化

と
並
行

し

て
労

働

集

約

型

産
業

を
中

心
と
す

る
輸
出

指
向

型

工
業
化

政
策

を
推
進

す

る
よ
う

に
な

り
、

〉
の
国
>
Z
諸

国

は
天

然
資

源

に
恵

ま
れ

た
環
境

を
生

か

し

て

ア
ジ

ア
Z
日
ω
よ
り
急
速

に
工

業

化

を

促
進

す

る

こ
と

に

な

っ
た

の
で
あ

る
。
⑳

こ
の
よ
う

に
し

て
進

ん
だ

〉
の
国
>
Z
諸
国

の
輸

出
主

導
型

工
業
化

は
八

七
年

以
降

特

に
輸

出

品

目
も
高

度
化

さ
せ

、
特

に
タ
イ
、

マ
レ
ー

シ
ア
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
四

年
連

続

対

前

年

度

比

伸

び

率

二
桁

増
を
示

し
す

等
、

一
年
遅

れ

で

ア
ジ

ア
Z
日
ω
同
様

に
輸
出

拡
大
期

を
迎

え

、
〉
ω
国
>
Z

の

経

済
成

長
率

は
八
七

年
、
五

・
五

%
か

ら
八
九

年

に

は
六

・
七

%

と

い
う
高

い
率

を

記

録

し

て
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い
る

。

輸

出

の
内

訳
を

み

る
と

、
八

○
年

に
は
ま
だ
少

な

か

っ
た

機

械

類

、

雑
製

品

、
原

料

別

製

品

と

い

っ
た
労
働

集
約

的
財

が

八
七
年

以
降

急
激

に
伸
び

、
さ

ら

に
原
料

別
製

品

、
化

学

工
業

製

品

と

い
う
工
業

用
原

料

に
使

わ
れ

る
財
も

伸
び

て
き

て
い

る
。

し

か

し

、

そ

の

一
方

で

ア
ジ

ア

Z
国
ω
同
様
非

製
品

の
輸

出

は
低
下

し

て

い
る
。

〉
ω
国
〉
乞
諸
国

は

ア
ジ

ア
Z
H国
ω
の
経
済

成
長
を

着
実

に
学

ん

で
成

長
を

よ
り
持
続

さ

せ
よ

う

と

し

て

い
る
が

、

そ

の
成

長

を

支

え

て

い
る

要
因

の

一
つ
に

は
生

産
拠

点

の

ア
ジ

ア
Z
日
ω
か

ら

〉
ω
国
>
Z

へ
の
再

移
転

と

い
う
も

の
が

挙
げ

ら
れ

よ
う

。
先
進

国

の
特

に
労
働
集

約

型

産

業

は

ア

ジ

ア
乞
日
の
域

内

の
賃
金

上

昇
、

ア
メ
リ
カ
特

恵
関

税
制

度

に
よ

る
利

益

の
段

階

的

か

つ
完

全

な

消

滅

、
通
貨

切

り
上
げ

等

か
ら

の
衝
撃

に
対

し
そ

の
生

産
拠

点
を

〉
の
国
>
Z
諸
国

に
移

す

と

い
う

こ
と

で
対
処

し

た

の
で
あ

る
。
㈱

ア
ジ

ア
Z
日

の
自
身

も

こ

の
よ
う
な

理

由

か

ら

そ

の
投

資

先

と

し

て
諺
の
国
>
Z

へ
進

出

を

目

ざ

ま
し

い
ス
ピ

ー
ド

で
進

め

て

い
る
。
国

、
地
域
別

に

み

る
と

一
九

九

〇

年

、
九

一
年

は
台

湾

の

進
出

が
特

に
目
立

つ
が
、
全
体

と
し

て
Z
H国
ω
か

ら

の
投

資
業

種

は
や
は

り
、

ガ

ー

メ

ン
ト

、
運

動
靴

、
木

材
加

工
等

の
労

働
集

約
型
業

種
が
多

い
。

そ

の
反
面

で
、

ア
ジ

ア
Z
日
ω
へ
の
投
資

業
種

で
は
す

で
に
、
製

造
業
か
ら
金
融
、
流
通

、
サ
ー
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ビ

ス
業

へ
、
ま

た
製
造

業

の
中

で
も

単

に
安

い
労

賃
を

狙

っ
た
も

の
か

ら
技
術
集

約
型

へ
、
ア

ッ

セ

ン
ブ

リ
か

ら
部
品

、
材

料
製

造
と

い

っ
た

ア

ッ
プ

ス
ト

リ

ー

ム

へ
と
投

資

分

野

に
変

化

が
生

じ

て
お
り

、
さ
ら

に
労
働

集
約

型
産
業

資
本

の
流
出

さ

え
も

み

ら
れ

る

よ

う

に
、

安

価

な

労
働

力

を
求
め

て
の

ア
ジ

ア
Z
日
ω
へ
の
投
資

の
時

代

は
終
焉
を

迎

え
た
と

い
え
よ

う
。
㈱

一
九
八
○
年

代

の
後
半

は

ア
ジ

ア
に
お
け

る
分
業

関
係

を
大

き
く

塗

り
代

え

、
[
停

滞

」

の
地

域

と
し

て
従
来
呼

ば

れ

て
き

た

ア
ジ

ア
の
成

長

を
世

界

に
鮮

明

に
見
せ

つ
け
る
結
果

と
な

っ
た

。

し

か
し

、
そ

の
成
長

は
恒

久
化

し
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
も
確

か

で
あ

る
。

ア
ジ

ア
Z
日
の
は
す

で

に
、
ア

メ
リ
カ

で

[
Z
日
ω
叩
き
」

(
通

貨

切

り
上

げ

、

G
S

P
撤

廃

)

に
、
欧

米
資
本

主
義

諸
国

の
地
域

経
済

統
合

と
貿

易
保

護

主

義

の
台

頭

、

日
本

国
内

市

場

の
閉

鎖
性

に
よ
り
窮
地

に
立

た
さ

れ
、
そ

の
政
策

は
転

換

を

な
し

つ

つ
あ

る

。
対

米

輸
出

貿

易

一
辺

倒
か

ら
内
需

拡
大

、
貿

易
相

手
国

拡
大

に
躍

起

に
な

る

ア
ジ

ア
Z
日
ω
の
態

度

は
そ

の
後

を
追

い

か
け

て
き

た
〉
ω
国
>
Z

に
も

大
き

な
衝
撃

で
あ

る
。

中

国
、
旧

ソ
連

を
含

む

ア
ジ

ア
太
平
洋

地
域

と

の
経
済
協

力
体

制
を

模

索

し

始

め

た
Z
H国
の
同

様

、
地
球

規
模

の
経
済

協
力

と
国

際
市
場

の
開

拓

は
〉
の
国
>
Z

に
と

っ
て
も
存

亡

を

か

け

る
不

可

欠

の
要
素

で
あ

る
が

、
〉
の
国
>
Z
に
と

っ
て
も

国
際

政
治
経

済

環
境

は
か
な

り
厳
し
い
。

一
九
九
〇

年

一
二
月

の
ガ

ッ
ト

・
ウ

ル
グ

ア
イ

・
ラ
ウ

ン
ド

の
決

裂

は
前

途
多

難

の

〉
の
国
>
Z

の
未
来

を
暗
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示

す

る

よ

う

な

も

の

で

あ

っ
た

。
⑳

こ

の

よ

う

な

環

境

の
下

、
国

際

規

模

の
経

済

ブ

ロ

ッ
ク

化

、

保

護

貿

易

主

義

の

登

場

、

そ

し

て
〉
ω
国
>
Z

経

済

急

速

発

展

の
内

発

的

必

要

性

⑳

か

ら

現

在

タ

イ

が

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

三

国

を

呑

み

込

む

馴
バ

ー

ツ
経

済

圏

」
、

マ

レ
ー

半

島

の

ペ

ナ

ン

・
北

方

ス

マ

ト

ラ

の

メ

ダ

ー

ン

と

ア

チ

ェ

・

タ

イ
南

部

の
プ
ケ

ッ
ト

を

含

ん

だ

「
北

方

の

ト

ラ

イ

ア

ン
グ

ル
」
、

マ

レ
i
半

島

の

ジ

ョ
ホ

!

ル

州

・
シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

・
イ

ン
ド

ネ

シ

ア

の

リ

ア

ウ
諸

島

を

連

結

し

た

卩
成

長

の

ト

ラ

イ

ア

ン
グ

ル
」
、

〉
ω
国
>
Z

・
イ

ン
ド

ネ

シ

ア

三

国

を

結

ぶ

「
グ

レ

ー
ダ

ー
〉
ω
国
>
Z
」
、

広

範

な

ア

ジ

ア
太

平

洋

の
地

域

を

包

括

す

る

「
東

南

ア
ジ

ア
経

済

グ

ル

ー

プ

」

と

呼

ば

れ

る

局

地

経

済

圏

偲睡

が

形

成

さ

れ

つ

つ
あ

る

。

こ
れ

ら

の

経

済

圏

は

そ

れ

ぞ

れ

の
地

域

の
比

較

優

位

性

(
資

本

・
技

術

・
経

営

ノ

ウ

ハ
ウ

・

労

働

力

.
資

源

)

の
発

揮

と

い

う

相

互

補

完

的

な

経

済

協

力

体

制

で

あ

る

が

、

ア

ジ

ア

の
多

様

性

が

も

た

ら

す

利

害

関

係

も

さ

ら

に
複

雑

で

あ

る

。

し

か

し

、

〉
の
国
>
Z

の
成

長

に

今

後

大

き

な

影

響

を

こ

の
経

済

圏

が

も

た

ら

す

こ
と

は

確

実

で

あ

ろ

う

。
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⑳

谷
孝
雄
編
、
『
ア
ジ

ア
の
工
業
化
と
直
接
投
資
』
、
六
頁
。

㈱

同
上
。
七
頁
。



⑳

『平
成
四
年
度
通
商
白
書
』
、
三
七
頁
。

㈱

小
川
雄
平
編
、
前
掲
書
、
丕

頁
。

㈱

『
一
九
九

一
年
ジ

ェ
ト

ロ
白
書

・
投
資
編

世
界
と

日
本

の
海
外
直
接
投
資
』
、
日
本
貿
易
振
興
会

、

一
九
九

一
年
、
三
八
頁
。

⑳

小
川
雄
平
編
、
前
掲
書
、
丕
ハ頁
。

⑳

同
上
。
一九〇
頁
。

⑳

同
上
。
天
六
⊥

八七
頁
。

第

四
章

九
〇
年

代

の
日
系

企
業

と

ア
ジ

ア

の
分
業
関
係

Z
一而
ω
、
〉
ω
m
>
Z
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一
、

日
系

企
業

の
戦
略

転

換

-
進

む

日
系
企

業

の
生

産

移
管

型
投
資

i

そ
れ

で
は
、
次

に

こ
の
よ
う

な

ア
ジ

ア
の
経

済

環
境

、

分

業

関

係

は
九

〇

年

代

ど

の
よ

う

な

展
開

を

み
せ

て

い
る

の
か

、
依

然
高

い
日
系
企
業

の
進

出

の
意

欲

、

そ
し

て
現

地

日
系

企
業

が

抱
え

る
問

題
点
を

ふ

ま
え

て
考
察

し

て
み

た

い
。

バ
ブ

ル
崩
壊

後

の
悪
化

し

た
経
済

状
況

の
中

で
日
系

企

業

の
海

外

進

出

は
確

か

に
減

退
傾

向

に
あ

る
。
し

か
し

、

ア
ジ

ア
諸
国

へ
の
日
系
製

造

業

の
投

資

に

つ
い

て
み

る
と

、

そ

の
伸
び

率



は
こ

こ
鈍

化

し
た
も

の
の
、
増
加

傾
向
自

体

に
は
変
化

は
み
ら
れ

な

い
。

日
本

の
対
外

直
接

投
資

の
九

二
年
度

上
半

期
を

み

る
と

対

欧

米

が

落

ち

込

む

中

、

ア
ジ

ア
向

け

は
前
年

度
比

五

・
五

%
増
と

な

っ
て
お

り
、
ま

た
九

二
年

度

上

半

期

の

日
本

の
製

品
輸

入
も

欧
米

か

ら

は
前
年

を
下
回

っ
て

い
る

の
に
対

し

て
、

ア
ジ

ア
か

ら

は
前

年

同

期

比

八

、

六
増

と

な

る
等
依

然

堅
調

で
あ

る
特
徴

が

み
ら
れ

る
。
㊤0

円
高
下

で
急
激

に
拡

大

化
し

た

日
系

企
業

の
海

外

進
出

が

バ
ブ

ル
崩
壊
後

の
現

在

よ
う

や
く
運

営
段
階

に
入

り
、

操

業

ベ

ー

ス
で

は
最

盛

期

に

の

あ
る
と

い
う
見
方

も
な

さ
れ

て
い
る
。
6

さ
ら

に
、
九

〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら

の
日
本

の

ア
ジ

ア
向

け
製

造

業

の
直

接

投

資

の
特

徴

と

し

て
経

済

調
整

局
面
を

迎

え

て
成

長

に
鈍

化
傾

向
を

み
せ

る
〉
ω
国
>
Z
に
対

し

て
は
新

規

投

資

よ

り
は

工
場

拡
張

・
増
設

と

い
う

よ
う
な
生

産
基

盤

の
拡
充

が
目
立

っ
て
い
る
が

、
働

こ
れ

は
生

産

体

系
自

体

の
移

転

で
あ
る
生

産
移
管

型
投

資

の
進

ん

で
い
る

こ
と
を

示
し

て

い
る
と

い
え

る
。

ア
ジ

ア
と

い

っ
て
も

Z
H国
の
、
〉
ω
国
>
Z
諸

国
と

一
括

に
は

で
き

な

い
が

、

〉
ω
国
>
Z
諸

国

は
ま

だ
生

産
拠

点
と

し

て

の
色
彩

が
濃

厚

で
あ

り
、
労

働

コ
ス

ト
が
上

昇

す

れ

ば

、

よ

り
安

価

な

労

働
を

求
め

て
日
系
企
業

も
域

内
を

移
動

す

る

こ
と

が
か

つ
て

の
よ

う

に
予

想

さ

れ

る

が

、
経

済

力

の
上
昇

が
生

産
拠
点

か

ら
消
費

拠
点

へ
の

ア
ジ

ア
の
位

置
づ

け
を

変

え
始
あ

て
か

ら

は

、
「
わ

た

り
鳥
」
的

日
系

企
業

は
減
少

し

て
い
る
。
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日
経

産
業

消
費

研
究
所

が
実

施

し
た

「
日
系
企
業

の

ア
ジ

ア
諸

国

企

業

に
対

す

る
技

術

移

転

ア
ン
ケ

ー
ト
」
(
九

二
年

一
月
実

施

、
有

効
回
答

数

一
三
三
社

)
⑬

に

よ

る
と

、
進

出

動

機

は

、

こ
れ
ま

で
の

「
低
廉

な
労
働

力
」

(
五
八

・
六

%

)
に
続

き

、
「
現

地

で

の
商

品

展

開

」

(
四

六

・

六

%
)
一
第

三
国
向

け
輸
出

拠
点

」
(
四
五

・

一
%

)
と

な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

も

そ

の
転

換

は

予

想

さ
れ

よ

う
。

ま
た

、
進
出
企

業

の
行
動

様
式

の

「
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ

ン
グ

(
海

外

調

達

)

型

」

へ
の
変
化

も

注

目
す

べ
き

で
あ

る
が

、
そ

の
質

も

さ
ら

に
変

化
を

遂

げ

て

い

る
。

従

来

の

ア
ジ

ア

に
お

け

る

日
系

企
業

の
進
出

形
態

は
半
導

体

・
I
C
生

産

に
み

ら
れ

る

よ
う

に
な

労

働

集

約

的

工

程

を
進

出
先

国

に
設

置
し

、
自

ら

は
高
度

の
工
程
を
受

け
持

つ
と

い
う

「
工
程

間
分
業

型
」
投
資

で
あ

っ

た

が
、
八

○
年
代

後
半

よ

り
、
量
産

機
械

、
汎

用
品

、
標

準

化

品

に

つ
い

て

は
生

産

・
輸

出

拠

点

を

そ

の
ま

ま
移

し
、

日
系

企
業

は

よ
り

ハ
イ

テ
ク
製

品

に
特

化

す

る

一
生

産

移

管

型

」
投

資

が

一
般
化

し

て
い
る
。

こ
の

「
生

産
移
管

型
」
投

資

は

ア
ジ

ア
諸

国
を

カ

ラ

ー

テ

レ
ビ
、

エ
ア

コ
ン
、

V

T
R
等

の

世
界

で
も

冠

た

る
生

産

・
輸
出

拠
点

に
育

て
あ
げ

た
要

因

で
あ

る

が

、

生

産

体

系

自

体

の
海
外

シ

フ
ト

で
あ

る

こ
の
投
資

は

日
系
企
業

と
進

出
国
企

業

間

だ

け

で
な

く

、

進

出

国

と

周
辺

諸

国

間

に
多
様

で
重

層
な

分
業

体
系

を
構
築

し

て
い
る

の
が

九
〇
年

代

の
現
状

で
あ

る

。
翩
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さ
ら

に

「
生

産
移

管
型

」
投
資

の
拡

大
は

日
系

企

業

の
求

あ

る
部

品

、
中

間

製

品

の
幅

を

広

げ

ざ

る
え
な

い
た
め

、
現
地

調
達

の
必

要
性

と
重
要

性

を

高

め

、
技

術

移

転

の
問

題

を

不

可

避

と

し

て

い
る
。
こ

の
現

地
調

達

の
増

加

は

日
系

企
業

の
技

術

移

転

を

推

進

せ
ざ

る
を

得

な

い

一

方

で
ま
た
深

刻
な
問

題
も

は
ら
ん

で

い
る
。

以

下

で

「
工
程

間
分

業
型

」
投
資

か

ら

「
生

産

移
管

型

」

投

資

へ
の
転

換

が

も

た

ら

し

た
高

度

技
術

の
移

転

へ
の

ニ
ー
ズ

と
現
地

化
達

成
率

の
現
状

を

日
経

産
業

消

費

研

究

所

の

ア

ン
ケ

ー

ト

に
基

づ

い
て
検

証

し

て
み
る
。

⑳

『
一
九
九
三
年
ジ

ェ
ト
ロ
白
書

・
投
資
編

世
界
と
日
本
の
海
外
直
接
投
資
』、
日
本
貿
易
振
興
会

、

一
九
九
三
年
、
八七
頁
。

60

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
二
年
七
月

一
六

日
付
。

働

『
一
九
九
三
年
ジ

ェ
ト
ロ
白
書

・
投
資
編

世
界
と
日
本

の
海
外
直
接
投
資
』
、
八
七頁
。

⑬

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九

二
年
七
月

一
八
日
付
。

6の

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九

二
年
七
月

一
六

日
付
。
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二
、

現
地
化
達

成
率

「
日
経
産
業

消
費

研
究

所
が

実
施

し

た
日
系
企

業

の

ア
ジ

ア
諸

国

企

業

に
対

す

る
技

術

移

転



ア

ン

ケ

ー

ト

」
(
九

二

年

一
月

実

施

、

有

効

回

答

数

=

二
一二
社

)

は

表

四

の

よ

う

に

Z
H国
P

〉
の
国
>
Z
諸
国
に
お
け
る
電
機
(
六

一
社
)
、

機
械

(
三

二
社

)
、
自

動
車

(
三
〇
社

)
、

精
密

機
器

(
一
〇

社

)
の

四
業

種

を

対

象

に
技

術
移

転

の
進

み

具

合

を

具
体

的

に

技
術

レ
ベ

ル
の
低

位

か

ら
高

位

へ
と

一

〇
段

階

に
分
け

て
調
査

し

て

い
る
。

表

四

で
は
上

か

ら

下

に

い
く

ほ
ど

技

術

の

レ
ベ

ル
が
高

く

な

っ
て

い
る

が

、

こ
の
表

に
よ
る

と

、

日
系

企

業

の
進

出

が
早

い
分

Z
日
ω

が
す

べ

て

の
項

目

で

諺
ω
国
>
Z
を
上

回

っ
て
い
る
の
が
目
だ

つ
。

さ

ら

に
、
現

地

操

業

に
不

可

欠

の

「
操

作
技

術
」

か
ら

「
工

程

管

理

」

ま

で

の

四
項

目
す

べ
て

に
お

い
て
Z
H国
ω
は
現

状

で
は
平
均
七

五

・
二
%

の
現

地

化

達

成

表1日 本企業に期待に対する現地化達成率

'NIES ASEAハ 厂

現状 3年後 現状 3年後

第1段 階 操 作 技 術 78.1 92.9 76.0 91.0

第2段 階 保 守 ・ 点 検 76.? 91.1 71.0 88.6

第3段 階 品 質 管 理 72.4 91.3 66.1 85.8

第4段 階 工 程 管 理 73.7 89.5 69.5 86.0

第5段 階 技 術 改 良 41.8 64.8 41.3 62.5

第6段 階 新 技 術 導 入 33.0 53.5 28.3 45.6

第7段 階 設 計 技 術 35.1 59.6 30.3 50.2

第8段 階 新 製 品 開 発 27.2 48.1 24.2 39.6

第9段 階 金型・治工具開発 48.1 69.5 39.9 59.8

第10段階 製造設備の開発 42.2 60.7 33.1 51.0

(注) シンガポールはNIES、ASEAN双 方に含む。単位は%

出所:日 経 産業消費研究所編 『アジアへの技術移転II研 究報告書1992月 』、
10頁 。
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率
を

み

せ

て
お

り
、
三
年
後

は
平

均
九

一
・
二
%

と

い
う
高

い
数

字
を

挙
げ

て
い
る
。

〉
ω
国
>
Z
諸
国

で
も
現

地
操

業

に
不
可

欠
と

さ
れ

る
四
項

目

に

つ
い
て
は
七

〇

%
以

上

を

挙

げ

て

い
る

。
こ
れ
は

、
日
系

企
業

が
初

期
段

階

の
技

術

移
転

を

操

業

を

早

く
立

ち
上

げ

る

た
め

に

積
極

的

に
進

め

た
結
果

で
あ

る
と

み
ら
れ

る

。
こ

の
調
査

に
お

い

て
七

〇

%

の
達

成

度

を

も

っ

て
移

転

さ
れ

て
い
る
技
術

は
す

で
に
現
地

に
根

付

い

て
い
る
と

み
な

さ
れ

て
い
る
。
㈲

そ
れ
以
上

の
項

目

に

つ
い
て
は
、
必
ず

し
も

技

術

の

レ
ベ

ル
と

達

成

度

が

比

例
す

る
と

い
う

関
係

に
は
な
く

、
多

分

に

送

り

手

で

あ

る

日

経

企

業

の

意

思

の

影

響

も

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る
。
さ

ら

に
、
特

に

達

成

度

が

重

視

さ

れ

て
く

る
の
が

「
金

型

・
治

工

具

の

開

発
」
で
あ

る
。
Z
H国
ω
、

図3日 本企業の期待に対する現地化の達成率

%(上)と 各段階の担当責任者別内訳(下)
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〉
ω
国
>
Z
諸
国

と
も

に
、
三
年

後

は
達

成

率

が

か

な

り
高

ま

る
見

込

み

で
、

Z
H国
ω
で
は
現

地

社

員
主

体

で
運

営

で
き
る
水
準

に
達
す

る
と

み
ら
れ

て
さ

え

い
る
が
・
㈲

こ

の
金

型

の
供

給

地

と

し

て

ア
ジ

ア
が

果

た
す

役
割

は
今
後

か

な
り

大
き

く
な

る
と

い
え
よ

う
。
(
図

3
)

し
か

し
な

が
ら
、
六
項

目

の

「
新

技
術

導
入

」
、
「
設
計
技

術
」
、
「
新

製
品

開
発
」
、
「
製
造

設

備

の
開
発

」
は
依
然

達
成

数
値

は
低
い

。

こ

の
あ

た

り

で
今

後

ま

す

ま

す

知
的

所

有

権

保

護

の
制

度

の
不

備

に
よ
る
特

許
侵
害

、
類
似
商

品

の
発

売

、

ス
ピ

ン
ア

ゥ
ト

、

さ

ら

に

は
ブ

ー

メ

ラ

ン

現
象

⑳

へ
の
懸
念

か
ら

も
技
術

移
転

の
歯

止
め

を
設

け
よ

う
と

す

る

日
系

企

業

側

と

現

地

と

の

摩
擦

が

顕
在
化

し

つ

つ
あ

る
と

み

て
も

過
言

で
は
な
か

ろ
う

。

次
章

で
日
系
企
業

に
お
け

る
技

術
移

転

の
問

題
点

に

つ
い

て
触

れ

て
お
き

た

い
。

㈲

日
経
産
業
消
費
研
究
所
編
、
『
ア
ジ
ア
へ
の
技
術
移
転

H

研
究
報
告
書
』
、

日
経
産
業
消
費
研
究
所
、

一
九
九
二
年
、
九
頁
。

㈲

『
日
本
経
済
新
聞
』
、

一
九
九

二
年
七
月

一
八
日
付
。

翩

同
上
。
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第
五
章

日
系
企
業
と
技
術
移
転

一
、

ア
ジ

ア
に
お
け

る
日
系

企
業

の
技

術
移
転

企

業
主
導

で
行
わ

れ
る
技
術

移
転

の
場
合

、
ま
ず

念

頭

に
入

れ

て
お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の
は
、
そ

の
主
体

と
な

る
技
術

供
与
側

と
技

術

導
入

側

の
関

わ

り
と

双
方

の
事

業

活

動

に
お

け

る
技

術
移
転

の
位

置

づ
け

で
あ

る
。
各

々

の
経

営
戦

略

及

び

そ

の
実

行

手

段

と

し

て

の
技
術

移

転

の
内
容

も
企

業
形
態

、
す
な

わ
ち

、
技

術
導

入

側

が

完

全

子
会

社

か
現

地

パ

ー

ト

ナ

ー
と

の

合
弁

か

、
現
地

資

本
系
企

業

か

に
よ

っ
て
変

わ

る
上

に
、

ま

た

、
技

術

導

入

側

が

技

術

移

転
を

ど

の
よ
う

に
技

術
発
展

に
結

び

つ
け

る
か
も
重

要
な

点

に
な

っ
て
く

る
。

前
章

の
現

地
化

達
成

率
か

ら
も
推

測

さ
れ

る
よ
う

に
、
技
術

移
転

は

日
本

か
ら

ア
ジ

ア
Z
日
ρ

〉
ω
国
>
Z
諸

国
そ

し

て
さ
ら

に
は
、
中
国

沿
海

の
経
済

特

区

へ
と

輸
出

指

向

型

工
業

化

の
波

と

と

も

に
広

が

っ
て
い
る
。
安
価

な
労
働

に
は
恵

ま
れ

て

は

い

る
が

、

技

術

に
乏

し

い

ア
ジ

ア
諸

国

が
輸
出

指
向

型

の
工
業
化

を
促

進
す

る

に
は
外
資

と
外

国

か
ら

の
技

術

は
不

可

欠

で
あ

る
ゆ

え

に
、
外

資
系
企

業

の
も

つ
影

響
力

は

は
か
り

し
れ
な

い
。

日
本

と
他

の

ア
ジ

ア
諸

国

の
輸

出
指
向

型

の
工
業

化

を

考

え

る
際

の
相
違

点

の

一
つ
に

そ

の

工
業

化

の
担

い
手

が

、
現
地

資
本

系
企
業

か

外
資
系

企
業

か
と

い
う
点

が
あ

る
。
㈹
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日
本

に
お

い

て
は
、
多
国

籍
企
業

の
進

出

に
対

し

て

の
制

限

的

な

外

資

政

策

(
資

本

自

由

化

の
実

施

前
)

に
よ

り
多
国

籍
企
業

の
完

全
子

会
社

や
経

営
権

を

も

つ
合

弁

企

業

設

立

は
認

め

ら

れ

て
い
な

い
た
あ

、
純

日
本

企
業

あ

る

い
は
日
本
側

が
経

営
権

を

も

つ
合

弁

企

業

だ

け

が

輸

出

指
向

型

の
工
業

化

を
従
来

担

っ
て
き

た
が

、
〉
の
国
>
Z
諸
国

及
び

中
国

で
は
輸

出

指

向

型

外

資

系

企
業

の
誘

致

や
既
存

の
現

地

市
場
向

け

の
外
資
系

企
業

の
輸

出

指

向

型

へ
の
転

換

推

進

の
た

め

に
輸

出
加

工

区

で
特

例

と
し

て
認
め

ら
れ

て
き

た
優
遇

措

置

を

幅

広

く

す

る
と

い
う

よ

う

に
輸

出
指

向
型

工
業

化

の
担

い
手

と
し

て
外
資

系
企
業

の
活

動

が
政

策

的

に
認

め

ら

れ

て
き

た
。

こ

の
よ
う
な

政
策

の
も

と

で
現
地

に
進

出
し

た

日
系

企
業

は
特

に
家

電

、

自

動

車

部

門

で

は
現

地

の
輸
出

指

向
型

工
業

の
担

い
手

と
な

っ
た

の
で
あ
る

。

し
か

し
な

が

ら
、

一
九

六
〇

年
代
後

半

か
ら
七

〇

年

代

に
韓

国

や

台

湾

で
ブ

ー

ム
と

な

っ
た

輸

出
加

工
区

の
設
置

等

の
外
貨

政
策

の
目
的

は
先

進
技
術

の
導

入

と

輸

入

代
替

と

い
う

よ

り

、

む

し

ろ
外

貨
獲

得
と

雇
用

創
出

で
あ

っ
た

。
し
た
が

っ
て

、

こ

の
よ

う

な

外

貨

政

策

は

長

期
的

に
は
技

術
移

転

を
通

じ

て

の
技
術

発
展

の
面

で
は
効

果

は
期

待

で
き

な

い
と

い
う

も

の

で
あ

っ

た

。
⑲
さ
ら

に
、

日
経

産
業

消
費

研
究

所

の

ア
ジ

ア
技

術

移

転

問

題

研

究
会

の

ア

ン
ケ

ー

ト

調
査

結

の

果

但

に

よ
る
と

、

日
系

企
業

か

ら

の
移
転

に

つ
い
て

の
調
査

対

象

の
総

技

術

移

転

件

数

中

四

二

一31一



%

が
八
五

年
以
降

の
も

の
と
な

っ
て
い
る
が

、
そ

の
移
転

先

を

国
別

に

み

る
と

、

韓

国

(
二

二

%

)
、
台
湾

(
一
八

%
)
、
タ
イ

(
一
二
%

)
、

マ
レ
ー
シ

ア

(
一
〇

%

)
が

全

体

の
六

〇

%

以

上

を

こ

の
四
力
国

が
占

め

て
お
り

、
ま
た
、
今
後

の
技

術
移
転

の
円
滑
化

の
条
件

と

し

て
は

、

「
相

手
企

業

の
技

術
水

準

(
七

〇

%
)
」
、
「
相
手

企

業

の
経

営

者

の
考

え

方

(
六

三

%
)
」
、

「
関

連

・

下
請

け
業

界

の
水

準

(
四
四

%
)
」
等

が
挙
げ

ら
れ

て
い
る
。

こ
の
条
件

は
技
術

移
転

に
お

い

て
の

コ
ス
ト

ア

ッ
プ
等

の
問

題
を

で
き

る
限

り

回

避

し

よ

う

ゆ

と
す

る
技

術
供
与

側

の
要
求

の
現

れ
と
も

み

れ

る
で
あ

ろ
う
が

、
色

技
術
導

入
側

か
ら

は

こ

の
よ

う
な

条
件

は
移
転

過
程

で
の
問
題

で
あ

り
前
提

条
件

と

は

み

な

し

が

た

い

は
ず

で
あ

る

。

さ

ま

ざ
ま

な
問

題
解
決

の
プ

ロ
セ

ス
こ
そ
が
技

術
移

転

に
よ

る
技

術

の
向

上

を

通

し

て
与

え

ら

れ

る

と
す

る
技
術

導
入

側

の
論

理
も
否

定

で
き
な

い
。

一32一

 

劔

E
S
P

.
㊤b。
・介

文
大
永
、
「
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
輸
出
指
向
型
工
業
化
と
日
本
企
業

の
技
術
移
転
」
、

六五
頁
。

㈹

同
上
。
杢
ハ頁
。

㈹

『
日
経
産
業
新
聞
』
、

一
九
九

一
年

一
月

=

日
-

一
二
日
付
。

ω

E
S
P

.
㊤P
介

文
大
永
、
六六
頁
。



二
、
現
地

調
達

率

の
再
検

討

八

五
年
以

降
確

か

に

ア
ジ

ア
に
お

い

て
は

「
工
程

間

分

業

型

」

投

資

に
代

わ

っ
て
増

加

す

る

「
生

産
移

管
型

」
投

資

の
も

と

で
、
技

術
移

転

は
進

ん

で
い
る
。

そ
し

て
、
円

高

以
降

の
日
系

企

業

の

ア
ジ

ア
進
出

は
現

地

の
工
場

の
操
業

と

い
う
観

点

か

ら

は

一
応

の

レ
ベ

ル

に
達

し

た
と

い

え
る

よ
う

に
も
な

っ
た
。
し

か
し

、
技

術
移

転

の

レ
ベ

ル
は

業

種

に
よ

っ
て
も

か

な

り
ば

ら

つ

き

が

あ

る
の
が
現

実

の
よ

う

で
あ
る

。
働

日
経

産
業

消
費

研
究

所

の

「
日
本

企
業

の

ア
ジ

ア
諸

国
企

業

に
対

す

る
技

術

移

転

ア

ン
ケ

ー

ト
」

の
九

二
年

一
月

末
と

九
〇
年

一
〇
月

の
結
果

比
較

で
は
、
対

象

と
さ

れ
た
電

機

(
六

一
社
)
、

機
械

(
一一=

社

)
、
自
動

車

(
三
〇

社
)
、
精

密
機

器

(
一
〇
社

)

の
四
業

種

の
う
ち

、
精

密
機

器

と
自

動

車

の
現

地
化

は
比

較

的
進

ん

で
い
る

こ
と
が

明
ら

か

に
さ
れ

て

い
る
。

自
動

車

メ
ー
カ

ー
の
進
出

は
八
五
年

以
前

の
進
出

が
全

体

の
六
割

を

占

め

、
進

出

動

機

の
三

六

.
七

%
が

「
現

地
政

府

の
外
貨

導
入

奨
励
策

」
と

さ
れ

て
お

り
、
現

地

政
府

の
主

導

権

が

大

き

い
傾

向

に
あ

る
。
し

か
し
な

が
ら

、

ア
ジ

ア
に
お

け

る

モ

ー

タ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン
の
も

と

で
技
術

移

転
水

準

は
着
実

に
向
上

し

て
お

り
、
「
金
型

・
治

工
具

の
開

発

」

(
第

九

段

階

)

の
現

地

化
達

成

率
を

過
半

数

の
企
業

が
達

成

し

つ
つ
あ

る
。

そ

の

一
方

で
、
比

較
的
進

出

が
遅

れ
た
精

密
機

械

の
移

転

ス
ピ

ー

ド

は
調

査

対

象

の
四
業

種
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の
う
ち

で
も

目
立

っ
て

い
る
。
し

か
し

な
が

ら
、

三
年

後

の
目

標
値

が
高

度

な
技

術

段

階

に
お

い
て
は
自

動
車

に
逆

転

さ
れ

て

い
る
こ
と

か
ら

、
知

的

所

有

権

保

護
等

の
法

律

の
不

整

備

の
弊

害

か

ら
、
将

来

の
技
術

移
転

の

ス
ピ

ー
ド
ダ

ウ

ン
が
予

想

さ
れ

る
結

果

と
な

っ
て
い
る

。
⑬

ま

た
、
日
本

の
科
学

技
術

政
策

研
究

所

の

「
日
系

企

業

に
よ

る
東

南

ア
ジ

ア

へ
の
技

術

移

転

の
実
態

調
査

」

に
よ
る
と

、
現

地

の
日
系
企

業

に

よ

る
部

品

の
現

地

調
達

で
は

カ

ラ
ー

テ

レ
ビ

五
七

%
、

コ

ン
パ

ク
ト
カ

メ
ラ
ニ
九
%

と
な

っ
て
い

る
。

し

か

し

な

が

ら

、

そ

の
中

に

は

日
系

部
品

メ
ー
カ

ー
か

ら

の
調
達
率

が
高

く
、
双
方

の
製

品

の
部

品

の
九
五

%
以

上
が
日
系

メ
ー
カ
ー

か
ら

の
調
達

及
び

日
本

か
ら

の
輸
入

で
あ

る
と

い
わ
れ

る

。

こ

の
よ

う

に
現
地

企

業

か

ら

の
調

達

が
依

然
低

い
原
因

は
部

品

の
高
品

質
と
低

い
生

産

コ

ス
ト
維

持

の
可

能

性

の
低

さ

か

ら

で
あ

る
と

み
ら
れ

て
い
る
が

、
部

品

メ
ー
カ

ー
が
現

地

に

日
本

国

内

同

様

の
体

制

を
持

ち

込

ん

で
い

る
た
め
技

術
移

転

が
進

ま
な

い
と
も

考
え

ら
れ

る
。
幽

こ

の
よ
う

に
、
現
地
化

促
進

の
流

れ

の
中

で
、
技

術

移

転

は
必

ず

し

も

持
続

的

か

つ
迅

速

に

は
な

さ
れ

て

い
な

い
の
が

、
現
状

の
よ
う

で
あ

る
。
比

較

的

技

術

移

転

が

ス

ム

ー
ズ

に
な

さ

れ

て

い
る
と

み
ら
れ

る
業

界

に
お

い
て
も

、
知

的
所
有

権

保

護

の
問

題

に
お

い

て
、

将

来

の
行

き

先

が
懸

念

さ
れ

て

い
た
り

、
現
地

調
達

と

い

っ
て
も

実

質

的

に

は
現

地

の

日
系

企

業

聞

の
取
引

に
過
ぎ

な

い
場
合

も
多

く

、
ど

こ
ま

で
現
地

調
達
率

と

い
う
言

葉

で
現

地

に
根

付

い

て

い
る

か
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を

表

せ
る
か

に
も
疑

問

が
持

て
よ
う

。

ま
た
、
知
的

所
有

権
保

護

の
問

題
と
表

裏
を

な

す

と

ま

で
も
考

え

ら

れ

る
人

材

、
離

職

率

の

問

題
も
深

刻
化

し

て
き

て

い
る

。
し

か
し

、
前

述

の

「
日
本

企

業

の

ア
ジ

ア
諸

国

企

業

に
対

す

る
技

術
移

転

ア
ン
ケ
ー

ト
」

(
九

二
年

一
月

末
)

は

、

「
技

術

が
個

人

レ
ベ

ル

の
移

転

に
と

ど

ま

り

、
会

社

レ
ベ
ル

の
蓄
積

に
な

ら
な

い
」
と

い
う

日
系

企
業

の
文
句

を
打

ち
破

る

四

・
七

%

と

い

う
中

間
管

理
職

に
相
当

す

る
技

術
者

の
離
職

率

を
示

し

て

い
る

。
㈲

こ

の
調
査

の
報

告
書

で
は
、
確

か

に
即
戦

力
と

な

る
現

場
従

業

員

の
移

動

は
激

し

い
が

、
研

修
体

制
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
の
立
ち

遅
れ

と

い
う

ハ
ン
デ

ィ
の
も

と

で
、
技

術
者

を
含

め
た

「
ヒ

ト
」

の
定

着
と
育

成

に
取

り
組

む
現

地
企

業

の
姿

を

明
ら

か

に
し
な

が
ら
、

日
本

側

の
認
識

の
改

革

、

そ
し

て
、
よ

り
高

度

な
技
術

移
転

に
む

け

て

の
日
本

と
現

地

双
方

の
企

業

が
連

携

し

て

の
経

営

シ
ス

テ
ム
づ

く
り

の
必
要

性
が

唱
え

ら
れ

て
い
る
点

は
注
目

に
値
す

る
で
あ

ろ
う
。

し
か

し
な

が

ら

、
率

が
低

い
と

い
え

て
も

、
技

術

者

の
離

職

率

は

存

在

し

、
時

と

し

て

メ

ー

カ

ー
に
多
大

な
損
害

を
与

え

る
。
八
八
年

、
第

二

の
創

業

を

宣

言

し

、

ア
ジ

ア
に
急

ピ

ッ
チ

で

進
出

し

て
い

っ
た

キ

ャ
ノ
ン
に
お

い
て
も

、
カ

メ
ラ
事

業

部

長

に

「
設
計

開

発

の
現

地

化

は

成

功

し

て

い
る
が
、
設
計

ノ
ウ

ハ
ウ
を
も

っ
た
技
術
者

の

ス
ピ

ン

ア
ウ

ト
問

題

が

一
番

頭
が
痛

い
」
㈱

と

言
わ

し
め

る

ほ
ど

で
あ

る
。
技
術

者

の
離

職
率

は
例

え
低

く
と
も

、
模
倣

品
を
生

む
だ

け

で
な
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く
、
「
メ
ー
カ

ー
に
と

っ
て
は
存

立
基

盤

と

い

っ
て
も

よ

い
設
計
思
想

の
流
出

」
㈲
と
も

な
れ
ば

、

こ
れ

ほ
ど
深

刻

な
問
題

は
な

い

で
あ

ろ
う
。
し

か
し
な

が

ら
、
コ

度
任

せ

る
と
決

め

た
以

上

台

湾

キ

ャ
ノ

ン
を

一
〇
〇

%
信
頼

す

る
」
方
針

は
堅
持

す

る
姿

勢
を

み

せ

て
お

り

、

そ

ん
な

中

で

円
高

に
対
応

す

る
た
め

キ

ャ
ノ

ン
は
九

三
年
も

カ

メ

ラ

、
事

務
機

等

の
東

南

ア
ジ

ア

・
中

国

へ

の
工
場
展
開

を
加

速
す

る
動

き
を

み
せ

て

い
る
。
⑱

働

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
二
年
七
月
二
〇
日
付
。

⑬

同
上
。

ω

『
日
経
産
業
新
聞
』
、

一
九
九

一
年
、
五
月

二
二
付
。

㈲

日
経
産
業
消
費
研
究
所
編
、
『
ア
ジ
ア
へ
の
技
術
移
転

H

研
究
報
告
書
』
、
三
頁
。

㈱

『
日
経
産
業
新
聞
』
、

一
九
九
三
年

二
月

一
五
日
付
。

⑳

同
上
。

㈱

『
日
本
経
済
新
聞
』、

一
九
九
三
年

二
月
二
八
日
付
。
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第
六
章

ア
ジ

ア
の

「
繁
栄

」
を
問

う

一
、

ア
ジ

ア

の
変

貌

ロ

ニ
〇

一
〇
年

ま

で
に
中
国

の
国
内

総
生
産

は

ア
メ
リ
カ
、

日
本
を
凌

い
で
世

界
最
大

に
な

る
@

と

ロ
ン
ド

ン
に
本

拠
地

の
あ

る
国
際

戦
略
研

究
機

関

は
九

四
年

初
め

に

こ
う
予
測

し

て

い
る
。

「
社
会
主

義
市
場

経
済

」
と

い
う
矛

盾

に
満

ち

た
体

制

を

維

持

し

な

が

ら

、
強

引

に
突

っ
走

る

中
国

に
、
香
港

と

一
体

化

し

て
成

長

し
続
け

る
深
釧

、
華

南

、

そ

し

て
各

国

の
ビ

ッ
グ

・
カ

ン

パ

ニ
ー
が
集
結

し

始
め

る
上

海

・
浦

東
新

区
、

一
〇

〇
社

以

上

の
日
系

企

業

が
進

出

し

て

い

る

と

さ
れ
る
大
連

の
実
態

㎝

は
ま

さ

に
こ

の
予
想

を
裏

付

け
る
か

の
よ
う

で
あ

る
。

八
九
年

の
天
安

門
事

件

で
対
中

国
投

資

は
衰

退

し

た
が

、

改

革

・
開
放

政

策

の
定

着

、
高

い

経

済
成

長

の
維

持

(
九

一
年

七
.
・
○

%
、
九

二
年

一
二

・
八
%

)
、
外

資

へ
の
制

限
緩

和

等

を

背

景
と

し

て
日
本

か

ら
だ

け

で
な
く

、
世

界
か

ら

の
中

国
投

資

ブ

ー

ム
は

過

熱

し

て
い

る

。
契

約

ベ
ー

ス
で
の
世

界

の
投

資
額

は
九

一
年

一
一
九

・
八
億

ド

ル
、

九

二
年

五
七

五

・

一
億

ド

ル
に

上

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ

カ
進

出

の
製
造

業

に
は
赤
字

企

業

が

多

い

の

に
対

し

、
対

中

投

資

企

業

　

の
約
七

割
が

黒
字

を
計

上
し

て
い
る

こ
と

は
、
6

ブ

ー

ム
が
続
く

可
能
性

を
肯

定

せ
ざ

る
を

え
な

い
だ

ろ
う

。
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市

場

経

済

導

入

七

年

目

の

ベ

ト

ナ

ム

の
変

化

も

急

激

で
あ

る

。

フ

ァ
ー

ス

ト

・
フ

ー

ド
店

、

カ

ー

ド

式

電

話

の
登

場

も

さ

る

こ
と

な

が

ら

、
開

放

政

策

下

の

東

南

ア

ジ

ア
諸

国

や

先

進

国

か

ら

の
投

資

ラ

ッ
シ

ュ
が

始

ま

っ
て

い

る

。
九

三

年

は

二

年

前

の

倍

、

三

万

人

を

超

え

る

日

本

人

が

ベ

ト

ナ

ム

を

訪

れ

、

視

察

団

が

絶

え

な

か

っ
た

と

い

う

当

地

に

と

っ
て

=

九

九

三

年

は

ベ

ト

ナ

ム
投

資

に
問

題

の
な

い

こ

と

を

わ

か

っ
て
も

ら

う

年

だ

っ
た

。

九

四

年

は

合

弁

事

業

を

進

の

め

る
年

」
6

で

あ

る
と

い

う

こ
と

か

ら

も

投

資

ブ

ー

ム
が

離

陸

の

段

階

で
あ

る

と

い

え

よ

う

。

こ

の
よ

う

に
、

Z
日

の
、

〉
ω
国
>
Z
、

そ

し

て
、
投

資

ブ

ー

ム

に
沸

く

中

国

と

そ

れ

に

続

こ

う

と

す

る

ベ

ト

ナ

ム

等

の

局

地

経

済

圏

の

目

ざ

ま

し

い

成

長

率

は

次

世

紀

が

ま

さ

に

.,
H目
p
σq
①

O
h

O
薯

○
算
暮

三
①
ω
.、

で

あ

る

と

確

信

す

る

に

は

余

り

あ

る

ほ

ど

の

裏

付

け

を

我

々

に

提

示

し

て

い

る

。

し

か

し

、
す

で

に
停

滞

史

観

を

脱

却

し

た

と

は

い

え

、

政

治

、

経

済

体

制

、

そ

し

て

そ

れ

を

支

え

る

文

化

、
宗

教

、

価

値

観

の

多

様

性

で
色

彩

ら

れ

て

き

た

ア

ジ

ア

が

あ

る

種

の

モ

デ

ル

に
傾

倒

し

て

一
斉

離

陸

を

始

め

た

近

年

の
現

象

が
全

く

の

嚠
繁

栄

」

を

必

ず

意

味

し

て

い

る

か

に

つ

い

て

は

か

な

り

疑

問

の
余

地

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。
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二

、

社

会

、

イ

ン

フ

ラ

の
不

整

備

一
九

九

三

年

一
二
月

一

一
日

、

マ

レ
ー

シ

ア

の

ク

ア

ラ

ル

ン
プ

ー

ル

で
高

級

一
二

階

ア

パ

i



ト
倒

壊

と

い
う
事
故

が
起

こ

っ
た
。

日
本

の

マ
ス

コ
ミ

は

、

日
本

で
は

考

え

ら

ら

れ

な

い
よ

う

な
急

斜

面

に
ビ

ル
が
建

て
ら
れ

て
い
る
現
実

の
存

在
を

一
斉

に
報

じ
た

。
㈲

マ

ハ
テ

ィ
ー
ル
首

相

は
事
故

の
後

、
傾
斜

地

で

の
ビ

ル
建
設

の
再

検
討

を
命

じ
た

が
、

マ
レ
ー

シ

ア
で
は
他

に
も
大
雨

で
幹

線
道

路

が
水
没

す

る
等
経

済

的

急
成

長

に
追

い

つ
か

な

い

イ

ン

フ

ラ

(
社

会
基
盤

)

の
整
備

の
立

ち

遅
れ

が
目

だ

つ
と

い
う
。
倒

し
か

し
、
イ

ン
フ
ラ

の
立

ち
遅

れ

は

マ
レ
ー
シ

ア

の
問

題

だ

け

で
は

な

い
。

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

さ
え

、
「
小

規
模

の
揺

れ
だ

け

で
倒
壊

す

る

ビ

ル
が
出

て
く

る

は
ず

」
と
述

べ
る
建

設

業

者

も

存

在

す

る
し

、
鬮

ま

た
、
タ
イ

で
も
昨

年

の
ホ

テ
ル
倒

壊
事
故

や

工
場
爆

発
事

故

は
ま
だ

記
憶

に
新

し

い
。

さ
ら

に
、
イ

ン
フ
ラ
面

だ
け

で
な

く

、
あ

ま

り

に
も
急

激

な

経

済

成

長

、

ビ
ジ

ネ

ス

チ

ャ
ン

ス
の
到
来

に
法

律
等

の
社
会

制

度

の
整
備

が
付

い
て
ゆ

け
ず

、
犯

罪

が
野

放

図

な

状

態

に
放

置

さ
れ

た

ま
ま
と

い
う
地

域
も

あ

る
。

「
法

治

国
家

」
建

設

に
向

け

て
動

き

出
し

た

と

は

い
え

、

経

済

の
自

由

化

で
解

き
放

た

れ

た

カ
ネ

儲
け

の
欲
望

が
従
来

か

ら
軽

視

さ
れ

が
ち

な
、
法

律

の
隙

間

を

突

い

て

一
気

に
吹

き
出

た

現

象

が
現

在

の

ベ
ト
ナ

ム
で
は
見

ら
れ

る
と

い
う
。
㈱

九

二
年

一
二
月
号

の

「
ト

ウ
オ

イ

・
チ

ュ
i

・
ク
オ

イ
」
誌

は
賄

賂
、
汚
職

、
密
輸

の
三

つ
を
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公
金
を

狙

う
三
怪
獣

と

し

て
風
刺

し

て
い
る
が

、
㈲
法
律

が
あ

っ
て
も
細

則

は
な

く
、
進
出

後

の

紛
争
処

理
方

法
等

に
不
明

瞭
な

部
分

が
多

い
上

に
、

あ

ま
り

に
も

急
激

な
社

会

変

動

に

つ
い

て

い
け

な

い
体

制

の
ジ

レ
ン

マ
が
浮
き
彫

り

に
さ

れ

て
い
る

。

さ
ら

に
、
中
国

の

國
市
場

経
済

」

の
発
展

に
お

い

て
も

、
社

会

の
民

主

的
成

熟

、
経

済

格

差

の
是

正
、
産
業

構
造

の
漸
時

的
転

換

、
教

育

・
知

識

分

野

の
拡

充

等

、

い
わ

ゆ

る

近
代

化

の
基

礎
的

条
件

を
欠

如
し

た
成

長

と
開
発

の
展

開

で
あ
り

、

ま

た
国

家

と

社

会

の
軍

事

化

(
昨

年

の

軍
事

予
算

は

一
五
%
増

)
を
内
包

し

た
経
済

発
展

で
あ

り

、

二
〇

数

パ

ー

セ

ン

ト
前

後

に
達
す

る
都

市

の
イ

ン
フ
レ
や
、

一
億
人

と
も

推
定

さ
れ

る
職

を
求
め

て
都
市

部

に
流
入

す

る

「
盲

流

」

人

口

の
膨

張

、
ま

す
ま
す

拡
大

す

る
貧

富

の
格
差

、
「
改

革

・
開

放
」
と
政

治

体

制

の
矛

盾

等

か

ら
生

じ

る
深
刻

な
社
会

問
題

の
芽

を

は
ら

ん

で
い
る

こ
と

も
指
摘

さ
れ

て
い
る
。
働

ア
ジ

ア

の

経
済

成
長

は
問

題
を

順
次
克

服

し
え

た
上

で

の
繁
栄

を

意

味

す

る
も

の

で

は
決

し

て
な

い

の

で

あ

る
。
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三
、
深
刻

化

す
る

環
境
破

壊

ア
ジ

ア
の
経

済
的

繁
栄

の
陰

で
起

こ

っ
て

い
る
環
境

破

壊

も

深

刻

で
あ

る

。
世

界
銀

行

の
報

告

に
よ
る
と

、
七

年
毎

に

ア
ジ

ア
で
の
自

動
車

保
有

量

は

二
倍

に
な

っ
て
お

り

、
都

市

に
お

け



る
大
気

汚
染

の
程

度

は

「
危
機
的

状
況

」
(
R
三
$
=

①
<
巴

で
、
世

界

で
も

っ
と

も

大

気

汚

染

が

ロ

ひ
ど

い
地
域

七
地

域

の
う
ち

、
五
地
域

ま

で
が

、
ア
ジ

ア
に
あ

る
と
さ

れ

て

い
る
。
6

一
九
六

五
年

の
七
倍

の
経

済
規

模
を

誇

る
よ
う

に

ま

で
な

っ
た
東

ア
ジ

ア

に
お

い

て

は
、

そ

れ

に
伴

い
廃

ガ

ス
や

工
業

排
気

物
量

の
増

加
指
数

が
著

し

く

、
自

然

生

態

に
も

危

機

的

状

況

を

及

ぼ
し

て
い
る

。
さ
ら

に
、
続

い
て
経
済

成
長

を
遂
げ

た
〉
の
国
>
Z
諸

国

に
お

い

て
も

、

バ

ン

コ

ク

で
は
乗

客

が
あ

ま
り

に
も

ひ
ど

い
排
気

に
閉

口
し

て
、
顔

に
覆

い
を

つ
け

た

り

、

マ

ニ
ラ

の

ス
ラ
ム
住

民

は
人
間

の
排

泄
物

だ
け

で
な

く
、
工
業

廃

棄

物

で
溢

れ

る
川

の
水

を

飲

ま

ざ

る

を

え
な

く

な

っ
て
い
る
。
ジ

ャ
カ

ル
タ

で
は
水
道

の
蛇

口

か
ら

出

る
水

に
よ

る

病

気

を

恐

れ

て
中

流
階

級

は
煮
沸

を

な
す
と

い
う
事

実

が
物

語
る

よ
う

に

、
経

済

的

成

長

の
代

償

は

あ

ま

り

と

も

大
き

い
。
そ
れ

は
、
世
界

銀
行
報

告

書

の
作

成

に
関

与

し

た
○
餌
畧
霞

しu
鐔
巳

○
口
を

し

て

{
公
害

の
進

展
状

況
を

経
済

成
長

の

レ
ベ
ル
ま

で
下
げ

ら
れ

た

ら
劇

的

な

成

果

で
あ

る

」

と

言

わ

し

め

た
程

で
あ

る

。
㈱

最

近

ま

で
は

そ
れ
ら

の
環
境

破
壊

を
単

に
経
済

的

成

長

の
代

償

と

し

て

の
み
考

え

る
風

潮

も

途

上
国

側

に
あ

っ
た

が
、
世
界

的
流

れ

の
変

化

に
も

押

さ

れ

て
、

こ

の
考

え
方

は

ア
ジ

ア
で
も

徐

々

に
見
直

さ

れ

つ

つ
あ

る
。

つ
ま

り
、
環
境

破

壊

は

健

康

を
害

し

、
外

観

を

悪

く
す

る
と

い

う

だ
け

で
な

く

、
環
境
破

壊

の
も
た

ら
す
問

題
を
処

理

す

る
方

が

コ
ス
ト

が

か

か

る

と

い
う

事
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実

の
裏
付

け
が

な
さ
れ

る
よ

う

に
な

っ
て
き

た

の
で
あ

る

。
世

界

銀

行

に
よ

る

と

、
ジ

ャ
カ

ル

タ

で
は
同
市

に
お
け

る
G

D
P
約

一
%

と
同
額

が
毎

年

、
安

全

な

飲

料

水

を

確

保
す

る

た
め

に

ひ

水
を

煮
沸

す

る
の

に
使

わ
れ

て

い
る
と

い
う

。
㊨

経
済

的
成

長

の
伴

う
環
境

破
壊

の
必

然
性

を
正

当

化
す

る
理

論

は
従

来

か

ら

途

上
国

側

か

ら

主
張

さ
れ

て
き

た
が

、
世

界
銀
行

か

ら

は
そ

の
正

当

性
を

覆

え
す

報

告

が

出

さ

れ

て

い
る

。
報

告

に
よ

る
と

、
バ

ン

コ
ク
だ
け

と

っ
て
み

て
も

、
公

害

に
よ

っ
て
害

さ
れ

た

健

康

は

三

〇
億

ド

ル
に
達

し
、
そ

の
分
生

産
性

が
低

下

し

て

い
る
と

い
う

。

さ

ら

に

、

ア
ジ

ア

の
大

都
市

で
は

公

害
を

コ
ス
ト
化
す

る
と

G

D
P

の
約

一
〇
%

に
も

な
り

、

さ

ら

に

、
Ω
①
p
〒
¢
b
費

用

は

G

D

P

の

一
-
二
%

に
も

及

ぶ
と
さ

れ

て

い
る
。

日
本

で
公
害

を
抑
制

し

よ
う
と

い
う
産
業

へ
の
圧
力
が
根

付

い
て

い
る
と

い
え

る

の
は
、

一
九

七
〇

年
代
初

期

の
公
害

に
対

す

る
世
論

の
高

ま
り

に
よ

り

、

二

五
%

に
も

及

ぶ

工

業

投

資

が
公

害
規

制

に
ま
わ

さ
れ

た
結

果

で
あ

る
と

い
え
る
が

、
初

期

の
段

階

で

、
公

害

、

環

境

破

壊

を
考

慮

し
、
そ
れ
を
抑

制

す

る
よ

う
な
努
力

が
な

さ
れ

る

こ
と

こ
そ

が

、

一
番

安

価

な

対

策

で

あ

る
と
考

え

ら
れ
る

に
も
か

か
わ

ら
ず

、
何
故

ア
ジ

ア
諸

国

は
現

段

階

で
対

策

を

講

じ

な

い

の

か
と

..
男
9
団

づ
o
彡

の
9
<
㊦
す
8
目
..
の
理

論

の
定
着

を

世

界

銀

行

の
報

告

書

に

つ
い
て
解

説

す

る

み

日
げ
①

国
o
O
8

巨

ω
け
は

訴

え

て

い

る

。
$
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四
、

G
N

P
、

G
D

P
を
超
え

た

「
繁
栄

」

の
あ

り
方

ア
ジ

ア
は
経
済
的

に
は
確
実

に
成
長

し

て
い
る
。

そ

し

て

、
本

稿

の
目

的

の

一
つ
で
あ

る

日

系
企

業

の
技

術
移

転
を

中
心

と
し

た
戦
略

転
換

の
分
析

も

ア
ジ

ア
が

持

続

可
能

な
成

長

を

遂

げ

え

る
ゆ

え

に
、
重
要

な
意

味
を
持

つ
。

し
か

し
、
技
術
移

転
を

中
心

と

し
た
戦
略

転
換

の
分

析

と

同

時

に
、

企
業

が
戦

略

を

転

換

す

る
と

い
う
行

動

に
出

て
ま

で
、
期

待
し

て
い
る

ア
ジ

ア
の
成

長

が

果

た

し

て
疑

う
余

地

の
な

い

も

の
な

の
か
、
そ

の
土

台

に
関
し

て
の
議
論

は

ア
ジ

ア
の
目

覚

ま

し

す

ぎ

る
発

展

の
中

で
、

そ

の
陰
を

希
薄
化

し
続

け

て

い
る
よ
う

さ
え
感

じ

る

の
が
現
実

で
あ

る
。

多
様

性

に
色

彩

ら
れ

た

ア
ジ

ア
が

、
余
り

に
も

、

一
斉

に

闇
経

済

成

長
」

を

合

い
言

葉

に
離

陸
し
始

め

、
技
術

を
移
転

す

る
先

進
国

企
業
側

も
技

術

レ
ベ

ル
を

段

階

づ

け

て

マ

ニ

ュ
ア

ル
化

し
、
経
済
成

長
率

、
G

N

P
、
G
D

P
と

い

っ
た
数

値

で
各
地

域

を

図

り

、

そ

の
将

来

を

予
測

す

る

こ
と

に
徹

し

て

い
る
。

も
ち

ろ
ん

、
数
字

以
外

に
頼

る

べ
き
指

数
を
創

設

す

る

こ
と

の
困

難

さ

が
あ

る

の
は
確

か

で

あ
る
が

㈹

、
数
字

信
仰

の
落

と

し
穴

、
数

字

の
持

つ
魔
力

の
危

険

性

も

同

時

に
考

慮

す

る
必

要

が
あ

る

こ
と
を
痛

感
す

べ
き

で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

G
N

P
、
G
D

P
に
代

わ

る

べ
き
指

数

の
模
索

は
議

論

さ
れ

て

は

い

る
が

、

依

然
確

定

的

な

一43一



提
唱

は
な

さ
れ

て

い
な

い
よ
う

で
あ

る
。
し

か
し

、

そ

れ

に
代

わ

っ
て
依
存

す

べ
き

指

数

を

創

設
す

る
か

ど
う
か

の
議

論

よ
り
以
前

に
、
ま

ず

、
企

業

は
戦

略

を

策

定

す

る
際

、
あ

ま

り

に
も

画

一
化

さ

れ
た
発

展

モ
デ

ル
の
束
縛

か

ら
解

放

さ
れ

る

べ
き

で

は
な

い
だ

ろ

う

か

。

ア
ジ

ア
に

お
け

る

日
系

企
業

の
戦

略
転

換

の
分
析

を
行

い
な

が
ら

、
そ

の
必
要
性

を
痛

切

に
感

じ

る
。

㈹

誤

①
U
ゆ
ξ

照
o
ヨ
ご
昌

の
畧
ロ
a
錯

し
㊤
盞
p
亳

一》一㊤
逡
・

.
6①

『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
i
新
年
特
別
号
』
、

一
九
九
三
年
、
三
/
二
五、

一三
頁
。

69

『
東
洋
経
済

統
計
月
報
』
、

一
九
九
三
年
六
月
二七頁
。

働

『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
i
新
年
特
別
号
』
、

一
九
九

三
年
、
三
/
二
五、

六八
頁
。

㈹

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
郊
外
の
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
倒
壊
事
故

で
は
、
身
元
が
判
明

し
て
い
る
犠
牲

だ
け

で
日
本

人
女
性

一
人
を
含
む
四
八
人
に
達
す

る
大
惨
事
と
な

っ
た
。

現
在
、
倒
れ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
は
跡

形
な
く
片
付

け
ら
れ
、
倒
壊
を
免
れ
た
他
の
二
棟
は
危
険
な
た
め
、
住
民
は
全
員
引

っ
越
し
た
。

プ
ー
ル
付

き

の

一
戸
建

て
が
立
ち
並
ぶ
高
級
住
宅
地

の

一
画
に
あ
る
現
場
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
化
し

て
い
る
。
(『
京
都

新
聞
』

一
九

九
四
年
二
月

一
九

日
付
。
)

働

『読
売
新
聞
』
、

一
九
九

四
年
、

一
月
四
日
付
。

㈲

同
上
。

6⑤

『
日
本
経
済
新
聞
』
、

一
九
九
三
年
、
三
月

一
日
付
。

6の

同
上
。

働

『
日
本
経
済
新
聞
』
、

一
九
九
四
年
、
二
月
三
日
付
。
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国
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O
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幻
国
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国
国

一
㊤
り
ω
博
℃
戯
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・
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已
鵠
国

国
○
0
7
「○
ζ

HoQ
6
.鴇

U
国
O
国
ζ

】…
国
国

一
一
日
鉱

一
⑩
㊤
ω
●

噂

ζ

巴
巳
o
馘

u
p
ξ

Z
Φ
≦
。。
"
ω
§

盆

ざ
ζ

彎

9

墨

お

逡

.
の

コ

ラ

ム

.、
♂

昏

霞
①

籠

o
げ
Φ
巻

邑

Ω
乞
℃
つ
..

に

お

い

て

は

、

出
∪
一(
島
Φ

野

目
雪

U
①
<
巴
。
b
ヨ
Φ
暮

Hづ
α
Φ
×
)
、
℃
℃
℃

(
℃
霞

。
訂

の
言
αq
℃
。
≦
曾

℃
。
馨

団
)
等

の
指

数

が

Ω
Z
調

Ω
U
℃

信

仰

に
代

わ

り

え

る

指

数

の
例

と

し

て

示

さ

れ

て

い

る

。
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***発 表 を 終 え て***

非アングロ サクソン文化圏で唯一の先進工業国、
日本における 「神秘」を学ぼうと志して京都を留学

地に選んで既に10年が経った。
東アジアの奇跡として、彗星のごとく輝いていた
日本は、この10年の間に夜空にきらめく銀河の一っ
の大きな恒星となってしまったかのように思う。し
かし、銀河の一っの星に過ぎずとも、その星が光を
放っ限り、他の星への影響、銀河への影響、そして
宇宙への影響は皆無ではない。事実、アジアの多く
の國がその発展の指針を日本の経営に求めているの
である。

銀河は星の集まりである。銀河をより美しく、そ
して、より長く輝かすために日本が担 う役割の重要

性にっいてはもはや述べる必要もないだろう。
彗星が彗星に終わらずに、銀河を構成する星の1
っとして、他の星とともに輝き続けるであろう時代
を日本で迎えることができて大変嬉 しく思う。発表
後、発表を聞きにきたくれた友人のフィリピン人学
者と夜道をゆっくり帰路にっく際、市内では珍 しく
夜空の星がきれいに見えたので、っいこんなことを
考えてみた。
フォーラムで貴重なコメントを賜った飯田経夫先

生、思いでの地、京都でこのようなすばらしい機会
を与えてくださった日文研の皆様、そして、フォー
ラム参加者の皆様に深い感謝の念で一杯である。
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日文研 フォーラム開催一覧

回

!

年 月 日

丶

発 表 者 ・ テ ー マ

i
62.10.12

(1987)

アレッサ ン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)

AlessandroVALOTA

「近 代 日本の社 会移動 に関す る一、二 の考察 」

2
62.12.11

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨ リッセン(日 文研客 員助教授)

EngelbertJORIﾟEN

「南蛮時代の文書 の成立 と南蛮学 の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲 の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マライー二(日 文研客員教授)

FoscoMARAINI

「庭 園 に見 る東西文 明のちがい」

0
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChil

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学教授)

SeppEINHART

「近 世後期 日本 の遊 び一拳 を中心に一」

0
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学 助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」

⑧

丶

63.12.13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼 の書簡 一」
ノ



⑨

/

元.2.14

(1989)

丶

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

0
元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学 助教授)

SuzanneGAY

「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界一J

0
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維大学助 教授)

HSIAGang

「インタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪 瀬

直樹著『日本凡人伝』を手掛 りに一」

⑬
元.7.11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道を考え る」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究 の問題点」

0
元.9.12

(1989)

ハ ル トムー トO .ロ ーターモ ンド

(フ ランス国立高等研究院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸 問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期日本に来た中国人」

⑰
元.11.14

(1989)

ジェフ リー ・ブロー ドベ ン ト(ミ ネソタ大学助教授)

JeffreyBROADBENT

「地域開発政 策決定過程を通 してみた日米社会構造 の比較」
丿



⑱

r

一
兀.12.12

(1989)

、

エリック ・セズレ(フ ランス国立科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化の展望 と外国人労働者問題」

0
2.1.9

(1990)

ス ミエ ・ジョー ンズ(イ ンディアナ大学準教授)

SumieJONES

「レトリックとしての江戸」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10

(1990)

グラントK.グ ッ ドマ ン

(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘れ られた兵士 一戦争 中の日本 に於 けるイン ド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イア ン ・ヒデオ ・リービ

(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本文学 における『独創性』について」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話 の解体」

⑳
2.7.10

(�990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統か らの一考察 一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国 と日本」

⑳
2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リハイ大学助教 授)

KennethKRAFT

「現代 日本 における仏教 と社会活動」
ノ



72

r

2.11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァトヒ(カ イロ大学講 師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべーバ ルス王伝説 における主従関係

の比較 」

⑳
3.1.8

(1991)

カ レル ・フィアラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)

KarelFIALA

「言語学 か らみた『平 家物語 ・巻一』の成立過程」

⑳
3.2.12

(1991)

アレクサ ンドルA.ド ー リン

(ソ連科学 アカデ ミー東洋学研究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエ ットの 日本文学 翻訳事情 一古典か ら近代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウイーベP.カ ウテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学 研究員)

WybeP.KUITERT

「バ ロック ・ヨーロッパの日本庭園情報
一ゲオルグ ・マイステルの旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ

(ワル シャワ大学教授 ・日文研客員教授)

MikolajMELANOWICZ

「ポーランドにお ける谷 崎潤 一郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM.ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大学 リサーチ フェロー ・日文研 客員 助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年 前の京都 一ケンペルの上洛記録 」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ

(ジ ャワハル ラール ・ネール大学教授 ・日文研 客員教授)

Satya.B.VERMA

「イン ドにおける俳句」

43

㌧

3.7.9

(1991)

ユルゲン ・ベル ント(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

J�genBERNDT

「ドイッ統合 とベル リンにおける森鴎外記念館 」
ノ



⑳
3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキンス(琉 球大学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘 れ られたアジアの片隅 一50年 間 の日本 とビルマの関係」

⑳
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌 における日本人のイメージ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語の起源
一日本語・韓国語・甲骨文字 との脈絡を探 る一」

⑳
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教 における韓国佛教の役割」

⑳
4.1.14

(1992)

サウィ トリ・ウィシュワナタン

(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イ ンドは日本 か ら遠 い国か?一 第二次大戦後の

国際情勢 と日本 のイ ン ド観の変遷 一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立東 洋言語文 化研究 所教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正岡子規 と明治 の随筆 」

⑪
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハーチコヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術

元 キュレーター 。日文研客員教授)
,》 ノ

LibuseBOHACKOVA

「チェコスロバキアにおける日本美術」

24

＼

4.5.12

(1992)

ポール ・マ ッカーシー(駿 河台大学教授)

PaulMcCARTHY'

「谷崎文学 の 『読 み』と翻訳:ア メ リカにおける

最近 の傾向」
ノ



34

!

4.6.9

(1992)

、

G.カ メロン ・バース ト皿(ニ ューヨーク市立 大学 リーマ ン

広島校学 長 ・カ ンザス大学東 アジア研究所 長)

G.CameronHURST皿

「兵 法か ら武芸 へ一徳川時代 における武芸 の発達 一」

44
4.7.14

(1992)

杉本 良 夫(オ ース トラ リア ・ラ トローブ大学教授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見 た日本社 会」

⑮
4.9.8

(1992)

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

外国人研究員)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄 九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

LEEYoungGu

「直観 と芭蕉の俳句」

⑰
4.11.10

(1992)

ウィ リアムD.ジ ョンス トン

(米 国 ウェス リア ン大学助教授 ・日文研客 員助 教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 「黴毒』 の医学的 ・文化的概念 の形成」

48
4.12.8

(1992)

マノジュL.シ ュレスタ(甲 南大学経営学部講 師)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにお ける日系企 業の戦略転換
一技術移転 をめ ぐって一」

⑲
5.1.12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)

PARKJung-Wei

「キリスト教受容における日韓比較」

05

㌦

5.2.9

(1993)

マーティン ・コルカ ット

(米国 プ リンス トン大学教授 ・日文研客員教授)

MartinCOLLCUTT

「伝説 と歴史 の間 一北條政子 と宗教」
ノ



⑪

〆

5.3.9

(1993)

1丶

清水 義 明(米 国 プ リンス トン大学 マーカン ド栄誉教授)

YoshiakiSHIMIZU

「チャールズL.プ リアー(1854～1919)と ブリアー美術館
一米国 の日本美 術 コ レクションの一例 として一」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・来訪研究員)

KIMChoonMie

「近代 日本知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

53
5.5.11

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMAZEBRA

「皇太子妃選択 の象徴性
一旧身分文化 との関連 を中心 として 一」

54
5.6.8

(1993)

姜 希 雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研 客員 教授)

H.W.KANG

「変革:と選択:10世 紀 の日本 と朝鮮
一科 挙制度 をめ ぐって一」

55
5.7.13

(1993)

ッベ タナ ・ク リステワ

(ソ フィア大学教 授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙の語 り 一 平安朝文学 の特質 一」

⑯
5.9.14

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・国際日本文化研究センター客員教授)
KIMYong-Woon

「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オロフG.リ ディン

(コ ペ ンハ ーゲ ン大 学教授 ・日文 研客員教授)

OlofG.LIDIN

「徳川 時代思想 における荻生徂徠」

⑱

丶

5.11.9

(1993)

マヤ・ミルシンスキー

(ス ロベニア・リュブリアナ大学助教授 ・日文研客員助教授)
V

MajaMILCINSKI

「無常観 の東西比較」

ノ



5.12.14

(1993)

丶

ウィリー ・ヴァンドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴァン・

カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWALLE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」

60
6.1.18

(1994)

J,マ ーティン・ホルマン

(ミシガン州立大学連合日本センター所長)

J.MartinHOLMAN

「自然と為作 一井上靖文学における 『陰謀1一 」

61
6.2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデミー東洋学研究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外か ら見た日本文化 と日本文学
一俳句 の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタン ・ベルク

(フ ランス ・社 会科学高等研究院教授 ・日文研客員教授)

AugustinBERQUE

「和辻哲 郎の風土論 の現代性」

⑬
6.4.12

(1994)

リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立大学助教授)

RichardTORRANGE

「出雲地 方に於 ける読 み書 き能力 と現代文学 、1880～1930」

64
6.5.10

(1994)

シルバーノD.マ ヒウォ

(フ ィリピン大学 アジア ・セ ンター準教授)

SylvanoD.MAHIWO

「フィリピンにおける日本現状紹介 の諸問題」

65
6.6.10

(1994)

劉 建輝

(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客員助教授)

LIUJianHui

「『魔都』体M文 学における日本人 と上海」

66

㌧

6.7.12

(1994)

チヤールズJ.ク イン

(オ ハイオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)

CharlesJ.QUINN

「私 の日本語発見一 王朝 文を中心 に一」
ノ



76

〆

6.9.13

(1994)

丶

フランソワ・マセ

(フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
'

Fran輟isMACE

「幻 の行列 一秀吉の葬送 儀礼一」

68
6.11.15

(1994)

賈 惹萱

(北京大学教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui-xuan

「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」

69
6.12.20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

07

㌧

7.1.10

(1995)

ミハイル ・ウスペ ンスキー

(エル ミター ジュ美術館学芸員 ・日文研客員助教授)

MichailV.USPENSKY

「根付 一ロシア・エル ミタージュ美術館 のコレクションを

中心 に一」
ノ

○は報告書既刊
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■ 日時

1992年12月8日

午後2時 ～4時

■ 場 所

国際交流基 金 京都支部
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